マイクロソフト サービス プロバイダー 利用規約

MICROSOFT SERVICES PROVIDER USE RIGHTS

一般条項

本会社は、マイクロソフトとのサービス プロバイダー契約書 (以下「SPLA」といいます) に基づいた現在有効なライセンシーでない限り、この契約書に規定されている使用権を行使することはできません。

この契約書に規定されているサービス プロバイダー 利用規約 (以下「本 SPUR」といいます) は、SPLA に基づいて本会社に対して許諾された本ソフトウェア製品に適用されます。SPLA に基づいてマイクロソフトが本会社に許諾したライセンス権は、本 SPUR のうち、本会社が使用する各本ソフトウェア製品に適用される部分を遵守することを明示的な条件として与えられるものです。SPLA の終了とともに本 SPUR に規定されている使用権および本ソフトウェア製品に関するすべてのライセンス権も終了します。本 SPUR は SPLA の一部であり、マイクロソフトは本 SPUR で規定した使用権を SPLA の条項に従って随時修正することがあります。

本ソフトウェア製品は、著作権法および著作権に関する条約、ならびにその他の無体財産権に関する法律および条約によって保護されています。本ソフトウェア製品は許諾されるもので、販売されるものではありません。本 SPUR に明示的に規定されていない権利はすべてマイクロソフトによって留保されます。  

本 SPUR で特に定義されていない用語は、SPLA で定義された用語と同じ意味を持ちます。

>>　本矢印は、これらの使用権を理解していただくために有用な情報を示すものです。

本ソフトウェア製品に関するライセンス  本ソフトウェア製品は、以下の一覧に明記されているように、サブスクライバ アクセス ライセンスまたはプロセッサ ライセンスのいずれかによって許諾されます。

	ソフトウェア製品
	プロセッサ ライセンス
	サブスクライバ

 アクセス ライセンス

	1 Microsoft Application Center 2000
	X
	

	2 Microsoft BizTalk Accelerator for HIPAA 3.0, Enterprise Edition
	X
	

	3 Microsoft BizTalk Accelerator for HIPAA 3.0, Standard Edition
	X
	

	4 Microsoft BizTalk Accelerator for HL7 1.0, Enterprise Edition
	X
	

	5 Microsoft BizTalk Accelerator for HL7 1.0, Standard Edition
	X
	

	6 Microsoft BizTalk Accelerator for RosettaNet 2.0 Enterprise Edition
	X
	

	7 Microsoft BizTalk Accelerator for RosettaNet 2.0 Standard Edition
	X
	

	8 Microsoft BizTalk Accelerator for Suppliers 1.0
	X
	

	9 Microsoft BizTalk Accelerator for Swift Version 2.0 Enterprise Edition
	X
	

	10 Microsoft BizTalk Accelerator for Swift Version 2.0 Standard Edition
	X
	

	11 Microsoft BizTalk Adaptor for MQSeries Version 1.0 Enterprise Edition
	X
	

	12 Microsoft BizTalk Adaptor for SAP Version 1.0 Enterprise Edition (旧バージョンであるMicrosoft BizTalk Adaptor for SAP Version 1.0 Enterprise Editionを含みます)
	X
	

	13 Microsoft BizTalk Server 2004 Enterprise Edition (旧バージョンであるMicrosoft BizTalk Server 2002 Enterprise Editionを含みます)
	X
	

	14 Microsoft BizTalk Server 2004 Standard Edition (旧バージョンであるMicrosoft BizTalk Server 2002 Standard Editionを含みます)
	X
	

	15 Microsoft Business Solutions CRM Customer Service 1.2 Professional
	
	X

	16 Microsoft Business Solutions CRM Customer Service 1.2 Standard
	
	X

	17 Microsoft Business Solutions CRM Sales Force Automation 1.2 Professional
	
	X

	18 Microsoft Business Solutions CRM Sales Force Automation 1.2 Standard
	
	X

	19 Microsoft Business Solutions CRM Suite 1.2 Professional
	
	X

	20 Microsoft Business Solutions CRM Suite 1.2 Standard
	
	X

	21 Microsoft Class Server 2003 （旧バージョンにはMicrosoft Encarta Class Server 1.0が含まれます。 (対象教育機関向けソフトウェア サービスのみ)）
	
	X

	22 Microsoft Commerce Server 2002 Enterprise Edition
	X
	

	23 Microsoft Commerce Server 2002 Standard Edition
(旧バージョンであるMicrosoft Commerce ServerおよびMicrosoft Site Server Commerce Editionを含みます)
	X
	

	24 Microsoft Content Management Server 2002 Enterprise Edition
	X
	

	25 Microsoft Exchange Server 2003 Corporate Outlook Access (Microsoft Exchange Server 2003 – Enterprise Edition (旧バージョンにはMicrosoft Exchange Server Knowledge Workerが含まれます)
	
	X

	26 Microsoft Exchange Server 2000 Knowledge Worker Conferencing (Microsoft Exchange 2000 Conferencing Server)
	
	X

	27 Microsoft Exchange 2003 Web Mail
	
	X

	28 Microsoft Exchange 2003 Web Mail Plus
	
	X

	29 Microsoft Exchange 2003 Corporate Web Access
	
	X

	30 
	
	X

	31 Microsoft Host Integration Server 2004 Enterprise Edition
(旧バージョンであるMicrosoft SNA Server およびMicrosoft Host Integration Server 2000 Enterprise Editionを含みます)
	X
	

	32 Microsoft Host Integration Server 2004 Standard Edition
(旧バージョンであるMicrosoft SNA Server および Microsoft Host Integration Server 2000 Standard Editionを含みます)
	X
	

	33 Microsoft Internet Security and Acceleration Server 2000 Enterprise Edition 
	X
	

	34 Microsoft Internet Security and Acceleration Server 2004 Standard Edition (旧バージョンであるProxy Server およびMicrosoft Internet Security and Acceleration Server 2000 Standard Editionを含みます)
	X
	

	35 Microsoft Identity Integration Server 2003、Enterprise Edition
	X
	

	36 Microsoft Mobile Information Server 2002 Corporate Knowledge Worker (Microsoft Mobile Information Server 2002 Enterprise Edition with Outlook Mobile Access)
	
	X

	37 Microsoft Mobile Information Server 2002 Enterprise Edition
	
	X

	38 Microsoft Office 2003 Professional *
	
	X

	39 Microsoft Office 2003 Standard *
	
	X

	40 Microsoft Office FrontPage 2003(旧バージョンであるMicrosoft FrontPage 2002を含みます)
	
	X

	41 Microsoft Office Live Communications Server 2003 External Connector for Non-Employees
	X
	

	42 Microsoft Office Live Communications Server 2003, Standard Edition
	
	X

	43 Microsoft Office Project Standard 2003 (旧バージョンであるMicrosoft Project Standardを含みます)
	
	X

	44 Microsoft Office Project Server 2003 (旧バージョンであるMicrosoft Project Serverを含みます)
	
	X

	45 Microsoft Office Project Professional 2003 (旧バージョンである Microsoft Project Professionalを含みます)
	
	X

	46 Microsoft Office SharePoint Portal Server 2003 (旧バージョンである Microsoft SharePoint Portal Serverを含みます)
	
	X

	47 Microsoft Office SharePoint Portal Server 2003 External Connector for Non-Employees (旧バージョンである Microsoft SharePoint Portal Server External Connector for Non-Employeesを含みます)
	X
	

	48 Microsoft Office Visio Professional 2003 (旧バージョンである Microsoft Visio Professional 2002を含みます)
	
	X

	49 Microsoft Office Visio Standard 2003 (旧バージョンである Microsoft Visio Standard 2002を含みます)
	
	X

	50 Microsoft Operations Manager 2000 Server
	X
	

	51 Microsoft Operations Manager 2000 Server Application Management Pack
	X
	

	52 Microsoft Operations Manager 2000 Server with SQL Server 2000 Technology
	X
	

	53 Microsoft Provisioning System
	X
	

	54 Microsoft SQL Server 2000 Enterprise Edition
	X
	X

	55 Microsoft SQL Server 2000 Standard 
	X
	X

	56 Microsoft Systems Management Server 2003
	
	X

	57 Microsoft Systems Management Server 2003 with SQL Server 2000 Technology
	
	X

	58 Microsoft Virtual Server 2004
	X
	

	59 Microsoft Visual Studio .NET Enterprise Developer Edition Version 2003
	
	X

	60 匿名Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition (旧バージョンである非認証Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition及び非認証Microsoft Windows Advanced Serverを含みます)
	X
	

	61 匿名Microsoft Windows Server 2003, Standard Edition (旧バージョンである非認証Microsoft Windows Server 2003, Standard Edition及び非認証Microsoft Windows Serverを含みます)
	X
	

	62 Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition (旧バージョンであるMicrosoft Windows Advanced Serverを含みます)
	X
	X

	63 Microsoft Windows Server 2003 OEM版 （Microsoft Windows Server 2003, Standard Edition、Microsoft Windows Server 2003, Enterprise EditionまたはMicrosoft Windows Server 2003, Datacenter Edition）
	
	X

	64 Microsoft Windows Server 2003 Rights Management Server External Connector for Non-Employees (Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition またはMicrosoft Windows Server 2003, Datacenter Edition、Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition、およびMicrosoft Windows Server 2003, Web Edition用)
	X
	

	65 Microsoft Windows Server 2003 Windows Rights Management Services Components (Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition またはMicrosoft Windows Server 2003, Datacenter Edition、Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition、およびMicrosoft Windows Server 2003, Web Edition用) 
	
	X

	66 Microsoft Windows Server 2003 for Small Business Server
	
	X

	67 Microsoft Windows Server 2003, Standard Edition (旧バージョンであるMicrosoft Windows Serverを含みます)
	X
	X

	68 Microsoft Windows Server 2003, Terminal Server (旧バージョンである Microsoft Windows Server, Terminal Servicesを含みます) **
	
	X

	69 Microsoft Windows Server 2003, Web Edition
	X
	

	70 Microsoft Windows Small Business Server 2003, Premium Edition (former versions include Microsoft Small Business Server)
	
	X

	71 Microsoft Windows Small Business Server 2003, Standard Edition
	
	X


>>* セット製品のコンポーネント製品は、別のサブスクライバ アクセス ライセンスによってそれぞれ取得できます。
>>**本ソフトウェア製品のWindows Serverファミリーのコンポーネントであり、これを使用するには別のサブスクライバ アクセス ライセンスが必要となります。

>> 本会社は、上記の本ソフトウェア製品一覧中の製品の旧バージョンがあるものについては、下記の「追加規定」に別途規定のあるものを除いて、SPLAに基づいて旧バージョンのライセンスを取得することもできます。特定の本ソフトウェア製品の旧バージョンには、下記の「追加規定」に別途規定のあるものを除いて、上記のバージョンの本ソフトウェア製品と同一の使用権が付与されます。
サブスクライバ アクセス ライセンス (以下「SAL」といいます) に関する権利および制限 

>>以下は、全てのSALに適用される一般条項です。特定の本ソフトウェア製品については、追加条項がある場合があります。本ソフトウェア製品に追加条項がある場合は、「特定の本ソフトウェア製品に関する追加条項」に規定されています。  

a.
サーバー ソフトウェア   本会社は、本 SPUR および SPLA の条項および条件に基づいて本ソフトウェア サービスを提供するためにのみ、サーバー ソフトウェアを実行できるコンピュータ （台数に制限はありません） (以下「本サーバー」といいます) に本ソフトウェア製品のコピーを何部でもインストールすることができます。 クライアント ソフトウェア   本会社は、本 SPUR およびSPLA の条項および条件に従って本会社から本ソフトウェア サービスを受ける特定の 1 名の個人による使用のために、デバイスにクライアント ソフトウェアをインストールする、またはインストールすることを許諾することができます。ただし、かかる特定の個人のために本会社が SAL を取得しており、また、かかる個人がクライアント ソフトウェアを使用する間、本会社がその個人のためにSAL を継続して保有することを条件とします。

b.
ユーザーのアクセス  クライアント ソフトウェアを使用するかその他のソフトウェアを使用するかに関わらず、 本会社は、本ソフトウェア製品のサービスまたは機能にアクセスしまたはそれを利用することを認められた特定の個人 (以下「ユーザー」といいます) 1名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。特定のユーザー1名につき１SALが必要となります。かかる各ユーザーは、サーバー ソフトウェアにアクセスするときに個別のユーザー ID を使用しなければなりません。本会社が取得する SAL は、本会社が取得したサーバー ソフトウェアと共にのみ使用することができます。あるユーザーのためにSAL が取得された場合、そのユーザーを以下「認定ユーザー」といいます。本会社は、本ソフトウェア製品に直接アクセスし、あるいは利用するユーザーの数を減少させるソフトウェアまたはハードウェア（つまり、「マルチプレキシング」または「プーリング」ソフトウェアまたはハードウェア）を使用することによって、必要なSAL数を減少させることはできず、必要なSAL数は、｢フロント エンド｣でマルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアまたはハードウェアにアクセスしている各個人の数と同数となります。

プロセッサ ライセンス (以下「PL」といいます) に関する権利および制限  

>>以下は、全てのPLに適用される一般条項です。特定の本ソフトウェア製品については、追加条項がある場合があります。本ソフトウェア製品に追加条項がある場合は、「特定の本ソフトウェア製品に関する追加条項」に規定されています。

a.
サーバー ソフトウェア   本会社は、本ソフトウェア製品にサーバー ソフトウェアの複数のコピー（例 : 32 ビット版と 64 ビット版）が含まれていても、1 台の本サーバーにサーバー ソフトウェアのコピーを1部しかインストールすることができません。本サーバーに1台または複数のプロセッサがある場合は、本サーバー上のプロセッサ 1台につき 1 PL を取得しなければなりません。本会社は、正規のライセンスを取得したプロセッサの数だけサーバー ソフトウェアを使用することができます。同一の本サーバーにサーバー ソフトウェアの別のコピーをインストールするには、本会社は本サーバー上のプロセッサ 1台につき 追加の1PL を取得しなければなりません。クライアント ソフトウェア  本会社は、デバイス (該当する場合) がサーバー ソフトウェアと共にのみ使用されている限り、かつ本 SPUR およびSPLA の条項および条件に従って本会社から本ソフトウェア サービスを受けるためにのみ使用されている限り、デバイス(その台数を問いません)にクライアント ソフトウェアをインストールして使用することができます。 

b.
ユーザーのアクセス    本会社がサーバー ソフトウェアが作動しているプロセッサ 1 台につき 有効な PL を１つ取得していることを条件として、数に限りのないユーザーが、本 SPUR およびSPLA の条項および条件に従って本会社から本ソフトウェア サービスを受ける目的のためにのみ、サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーのサービスを使用し、またはそれにアクセスすることができます。 PLに従って、かかる目的のために、サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーのサービスを使用し、またはそれにアクセスする特定の個人を、以下「認定ユーザー」といいます。

>>以下の規定は、PLおよびSALに適用される一般条項です。特定の本ソフトウェア製品については、追加条項がある場合があります。本ソフトウェア製品に追加条項がある場合は、「特定の本ソフトウェア製品に関する追加条項」に規定されています。
追加のソフトウェア/サービス  本会社が本ソフトウェア製品のコピーを最初に取得した日以降にマイクロソフトが提供するアップデートあるいは追加物、アドオン コンポーネント、またはインターネット ベースのサービス コンポーネントに別途使用条件が添付されていない場合、当該アップデート、追加物、アドオン コンポーネント、またはインターネット ベースのサービス コンポーネントにも、本SPURが適用されます。

ベンチマーク テスト  本会社は、マイクロソフトの判断による、マイクロソフトの事前の書面による承諾なく、 Application Center、BizTalk Accelerator for HIPAA EnterpriseまたはStandard Edition、BizTalk Accelerator for HL7 EnterpriseまたはStandard Edition、BizTalk Accelerator for RosettaNet Enterprise またはStandard Edition、BizTalk Accelerator for Suppliers、BizTalk Accelerator for Swift Enterprise または Standard Edition、BizTalk Adaptor for MQSeries Enterprise Edition、BizTalk Adaptor for SAP Enterprise Edition、BizTalk Server EnterpriseまたはStandard Edition、Commerce Server EnterpriseまたはStandard Edition、Content Management Server Enterprise Edition、Exchange Conferencing Server、Exchange Server、Host Integration Server Enterprise またはStandard Edition、 Identity Integration Server （以下、「MIIS」といいます）、Internet Information Server （以下、「IIS」といいます）、Internet Security and Acceleration Server Enterprise またはStandard Edition （Internet Security and Acceleration Server 2000 Enterprise またはStandard Edition、Windows Small Business Server Premium Editionのコンポーネントとしての同製品も含みます）、Message Queue Server、Mobile Information Server Enterprise Edition、.NET Framework (Visual Studio .NET Enterprise Developer Edition、BizTalk Server EnterpriseまたはStandard Edition、およびWindows Serverの特定のエディションのコンポーネント)、Outlook Mobile Access、Project Server、Proxy Server、Site Server、Site Server Commerce Edition、SQL Server （Windows Small Business Server Premium Editionのコンポーネントとしての同製品も含みます）、Transaction Serverのサーバー ソフトウェアまたはクライアント ソフトウェアまたはVisual Studio .NET Enterprise Developer Editionの以下のコンポーネント：BizTalk Server Developer Edition、SQL Server Developer Editionのベンチマーク テストの結果を第三者に開示することはできません。

データの使用に関する承諾  Microsoft およびその関連会社が本ソフトウェア製品に関する製品サポート サービスの一環として集めた技術情報がある場合、それを収集、使用することがあることに本会社は同意するものとします。Microsoft はその製品を改善、または本会社もしくはその認定ユーザーにカスタマイズされたサービスもしくは技術を提供するためにおいてのみかかる技術情報を使用できるものとしますが、本会社を特定することとなるような方法では開示しないものとします。

第三者のサイトへのリンク  本会社およびその認定ユーザーは、本ソフトウェア製品を使用して第三者のサイトにリンクすることができます。第三者のサイトは、マイクロソフトの管理のもとにはなく、マイクロソフトは、いかなる第三者のサイトのコンテンツまたは第三者のサイトに含まれるリンクの内容、またはそれらの変更もしくは更新について責任を負いません。マイクロソフトは、いかなる第三者のサイトから受信されたウェブ キャスティングまたはその他のいかなる形式の送信についても責任を負いません。マイクロソフトは、本会社およびその認定ユーザーの便宜のためのみ第三者のサイトへのリンクを提供しているのであって、いかなるリンクが含まれたとしても、マイクロソフトによる第三者のサイトの支持を意味するものではありません。

その他のライセンス  本サーバーにインストールされたソフトウェア アプリケーション、サーバー ソフトウェアを使用してアクセスされたそれらのソフトウェア アプリケーション、またはアプリケーション共有機能を備えたそれらのソフトウェア アプリケーションを使用する際に、追加ライセンスの取得が必要になる場合があります。各ソフトウェア付属の使用許諾契約書をご参照ください。

特定の本ソフトウェア製品に関する追加条項

マイクロソフト サーバー

>> 本ソフトウェア製品の中には、付随的な権利および制限を伴う「再頒布可能ソフトウェア」を有する製品もあります。本会社がこれらのコンポーネントを再頒布する場合、該当する許諾条項を必ず参照して下さい。
>> 以下の項目の中には、複数の本ソフトウェア製品およびバージョンに適用されるものもあります。各ライセンス条項を注意してお読み下さい。

Application Center 2000 (PL) (旧バージョンは該当しません)
インストール－サーバーソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。

BizTalk Accelerator for HIPAA 3.0 Enterprise Edition/Standard Edition、 BizTalk Accelerator for HL7 1.0 Enterprise Edition/Standard Edition、 BizTalk Accelerator for Swift 2.0 Enterprise Edition/Standard Edition、 BizTalk Adapter for SAP 2.0 Enterprise Edition (PL) (旧バージョンは該当しません)
インストール－サーバーソフトウェア　BizTalk Accelerator for HIPAA 3.0 Standard Edition、 BizTalk Accelerator for HL7 1.0 Standard Edition、BizTalk Accelerator for Swift 2.0 Standard Edition  　サーバー ソフトウェアは、そのコピーがインストールされているコンピュータ上の１つのサーバーのみで使用することができます。本会社は、サーバー ソフトウェアを利用するためには1PLのみを有効に取得する必要があります。本会社は、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、サーバー ソフトウェアを2台以上のマシンで使用することができません。さらに、サーバー ソフトウェアは、20を超える外部組織または10を超える内部アプリケーションに接続するために使用することはできません。BizTalk Accelerator for HIPAA 3.0 Enterprise Edition、BizTalk Accelerator for HL7 1.0 Enterprise Edition、 BizTalk Accelerator for Swift 2.0 Enterprise Edition、 BizTalk Adapter for SAP 2.0 Enterprise Edition 　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。テクノロジー コンポーネント　本ソフトウェア製品には、さまざまなスキーマ、テンプレート、アダプターおよび関連ツールが含まれる場合があります。これらのコンポーネントは、Microsoftが所有するものであって、(i) 認定ユーザーの内部業務目的にのみ、および (ii) 認定ユーザーによる本ソフトウェア製品の使用と共にのみ、認定ユーザーは使用することができます。認定ユーザーは、Microsoft の書面による事前の承諾なく、これらのコンポーネントを第三者に頒布することはできません。

BizTalk Accelerator for HIPAA 2.0 Enterprise Edition/Standard Edition、 BizTalk Accelerator for RosettaNet 2.0 Enterprise Edition/Standard Edition (PL) (旧バージョンは該当しません)
インストール－サーバーソフトウェア　BizTalk Accelerator for HIPAA 2.0 Standard Edition、 BizTalk Accelerator for RosettaNet 2.0 Standard Edition  　サーバー ソフトウェアは、そのコピーがインストールされているコンピュータ上の１つのプロセッサのみで使用することができます。本会社は、サーバー ソフトウェアを利用するためには1PLのみを有効に取得する必要があります。本会社は、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、サーバー ソフトウェアを2台以上のマシンで使用することができません。さらに、サーバー ソフトウェアは10を超える外部組織に接続するために使用することができず、また、5つを超える内部アプリケーションに接続するために使用することもできません。BizTalk Accelerator for HIPAA 2.0 Enterprise Edition、BizTalk Accelerator for RosettaNet 2.0 Enterprise Edition 　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。スキーマの使用　Biztalk Accelerator for HIPAA 2.0 Enterprise Edition/Standard Edition　本ソフトウェア製品は、さまざまな取引スキーマ (以下「本スキーマ」といいます) を含むものです。これらの本スキーマは、Microsoftが所有するものであって、(i) 認定ユーザーの内部業務目的にのみ、および (ii) 認定ユーザーによる BizTalkを伴った本ソフトウェア製品の使用と共にのみ、認定ユーザーは使用することができます。認定ユーザーは、Microsoft の書面による事前の承諾なく、本スキーマを第三者に頒布することはできません。

BizTalk Accelerator for HIPAA 1.0 Enterprise Edition/ Standard Edition、BizTalk Accelerator for Suppliers 1.0、BizTalk Adaptor for SAP Version 1.0 Enterprise Edition、BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/ Standard Edition、BizTalk Server Accelerator for RosettaNet 1.0 Enterprise Edition/Standard Edition (PL) (旧バージョンは該当しません)

インストール－サーバーソフトウェア　BizTalk Accelerator for HIPAA 1.0 Standard Edition、 BizTalk Server 2000 Standard Edition、 BizTalk Server Accelerator for RosettaNet 1.0 Standard Editionサーバー ソフトウェアは、そのコピーがインストールされているコンピュータ上の１プロセッサのみで使用することができます。本会社は、サーバー ソフトウェアを利用するためには1PLのみを有効に取得する必要があります。本会社は、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、サーバー ソフトウェアを2台以上のマシンで使用することができません。さらに、サーバー ソフトウェアは5つを超える外部組織に接続するために使用することができず、また、5つを超える内部アプリケーションに接続するために使用することもできません。BizTalk Accelerator for HIPAA 1.0 Enterprise Edition, BizTalk Accelerator for Suppliers 1.0、 BizTalk Adaptor for SAP Version 1.0 Enterprise Edition、BizTalk Server 2000 Enterprise Edition、BizTalk Server Accelerator for RosettaNet 1.0 Enterprise Edition　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。スキーマの使用 - BizTalk Accelerator for HIPAA 1.0 Standard EditionおよびBizTalk Server Accelerator for RosettaNet 1.0 Standard Edition  本ソフトウェア製品にはさまざまな取引スキーマ（以下「本スキーマ」といいます）が含まれています。これらの本スキーマは、マイクロソフトまたはその供給者が所有するものであって、(i) 認定ユーザーの内部業務目的にのみ、及び (ii) 認定ユーザーによる、BizTlak Serverを伴った本ソフトウェア製品の使用と共にのみ、使用することができます。いかなるユーザーも、マイクロソフトの書面による事前の承諾なく、本スキーマを第三者に頒布することはできません。 再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition 本ソフトウェア製品にSDK ソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアと共に動作するアプリケーション (以下「本アプリケーション」といいます) を構築するためにのみ、認定ユーザーの事業所内の1 台または複数のコンピュータにSDK ソフトウェアのコピーをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーの本アプリケーションを設計、開発、およびテストするために本サンプルコード (“samples” ディレクトリ内で特定されています) を改変して、改変した本サンプルコードをかかる認定ユーザーの事業所内の 1 台または複数のコンピュータ上で複製して使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが改変 (本条項で、「改変」とは本サンプルコードに機能強化を加えたものを意味します)を行った 本サンプルコードを、 REDIST.TXT ファイル内に「再頒布可能コード」と記載されて特定されているその他のファイル (以下総称して「再頒布可能コード」といいます) と共に複製および頒布することもできます。 ただしその場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下に同意することを求めるものとします。
　ａ．
認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが開発した、本ソフトウェア製品に重要かつ主要な機能を追加するソフトウェア アプリケーション製品（以下「本アプリケーション」といいます）と共におよびその一部としてのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布しなければなりません。

　ｂ．
本アプリケーションにおいて、再頒布可能コードはその他のマイクロソフト製品と共にのみ作動するものでなければなりません。

　ｃ．
認定ユーザーは、本アプリケーションの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用することはできません。

　ｄ．
本アプリケーション上に、認定ユーザーの名前で有効な著作権表示を付さなければなりません。

　ｅ．
認定ユーザーは、本アプリケーションの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。

　ｆ．
その他の点では、認定ユーザーは、本SPURの条項および条件に従わなければなりません。

　ｇ．
本SPURに特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されます。

　h．
認定ユーザーは、本アプリケーションのエンド ユーザーに対して、再頒布可能コードの再頒布を許可することはできません。ただし、認定ユーザーは、本アプリケーションの頒布者が、本アプリケーションと共におよびその一部としてのみ再頒布可能コードを頒布し、かつ認定ユーザーと頒布者とが本SPURのその他の条項に従うことを条件として、かかる頒布者が認定ユーザーのエンドユーザー顧客に対して再頒布可能コードの再頒布をすることを許可することができます。

BizTalk Adaptor for MQSeries Version 1.0 Enterprise Edition（PL）（旧バージョンは該当しません。）

インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。
「MQHelper.dll」ファイルは、サーバー ソフトウェアに関連した使用のみを目的として、数に限りのないサーバーにインストールすることができ、本会社はMQHelper.dllのインストールされたサーバーのいずれについても、PLを取得する必要はありません。
BizTalk Server 2004, Enterprise Edition/ Standard Edition (PL) (旧バージョンは該当しません)

>>以下の規定は、本ソフトウェア製品に含まれるVisual Studio .NET技術に関するエンドユーザー向け使用許諾契約書に優先します。
インストール－サーバーソフトウェア　BizTalk Server 2004, Standard Edition　サーバー ソフトウェアは、そのコピーがインストールされているコンピュータ上の１つのサーバーのみで使用することができます。本会社は、１つのサーバー上でサーバー ソフトウェアを利用するためには1PLのみを有効に取得する必要があります。本会社は、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、サーバー ソフトウェアを2台以上のマシンで使用することができません。さらに、サーバー ソフトウェアは20を超える外部組織に接続するために使用することができず、また、10を超える内部アプリケーションに接続するために使用することもできません。BizTalk Server 2004, Enterprise Edition　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。ツール／サービス ソフトウェア／追加のコンポーネント  本会社は、本ソフトウェアの管理およびモニタリングツール、開発ツール、Business Activity ServicesおよびHuman Workflow Services Receive Assemblies および管理ツールの各コンポーネントを、本サーバー ソフトウェアとともに、認定ユーザーが内部使用を目的として使用する場合に限り、サーバー上にインストールして認定ユーザーにアクセスおよび使用を認めることができます。本サーバー ソフトウェアについて取得した各PLにつき、本会社は、本サーバー ソフトウェアとともに、内部使用を目的として使用する場合に限り、サーバー ソフトウェアのMaster Secret Serverコンポーネントの１つを別個のサーバー上でインストールして使用することができるものとします。本会社がBizTalk Server 2004の Standard Editionを使用している場合、Master Secret Serverコンポーネントのインスタンスは、(i) 結合することまたは (ii) 本会社がBizTalk Server 2004の Standard Editionをインストールした複数のサーバーにより共有することはできないものとします。追加のMicrosoft ソフトウェア  本ソフトウェア製品は追加のMicrosoftソフトウェアを含む場合があり、かかるソフトウェアのための別個のエンドユーザー向け使用許諾契約書が含まれる場合があります。Microsoft Office InfoPath 2003 （以下「InfoPath」といいます）に関して以下に別途認められる場合を除き、 本会社は本サーバー ソフトウェアと同じサーバー上で、また本サーバー ソフトウェアとともに、内部使用を目的として使用する場合に限り、インストールして使用することができるものとします。また、本会社による追加のMicrosoft ソフトウェアの使用には追加のMicrosoft ソフトウェアに付随のエンドユーザー向け使用許諾契約書にかかわらず、本SPURおよびSPLAが適用されるものとします。サーバーに関して取得した各PLにつき、本会社はInfoPathのコピー１部を１台のサーバー上にインストールして、１人の認定ユーザーにアクセスおよび使用を認めることができ、この他InfoPathの使用には他の「Office製品」に適用されるのと同様の範囲で「Office 2003 Professionalに関する追加条項」が適用されるものとします。再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2004, Enterprise Edition /Standard Edition 本ソフトウェア製品にSDK ソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアと共に動作するアプリケーション (以下「本アプリケーション」といいます) を構築するためにのみ、認定ユーザーの事業所内の1 台または複数のコンピュータにSDK ソフトウェアのコピーをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーの本アプリケーションを設計、開発、およびテストするために本サンプルコード (“samples” ディレクトリ内で特定されています) を改変して、改変した本サンプルコードをかかる認定ユーザーの事業所内の 1 台または複数のコンピュータ上で複製して使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが改変 (本条項で、「改変」とは本サンプルコードに機能強化を加えたものを意味します)を行った 本サンプルコードを、 REDIST.TXT ファイル内に「再頒布可能コード」と記載されて特定されているその他のファイル (以下総称して「再頒布可能コード」といいます) と共に複製および頒布することもできます。 ただしその場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下に同意することを求めるものとします。 (1) 再頒布可能コードに重要かつ主要な機能を追加する認定ユーザーのアプリケーションと共にのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布すること、(2) 本アプリケーションの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用しないこと、(3) 再頒布可能コードにおけるマイクロソフトの著作権を保護する上で十分な、認定ユーザー自身の有効な著作権表示を認定ユーザーの名前で本アプリケーション上に付すること、(4) 本アプリケーションの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償すること（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）、(5) かかる認定ユーザーのアプリケーションに、本SPURおよびSPLAで定めるのと同等またはより保護的な条件のエンドユーザー向け使用許諾契約書（「Break the Seal」、「Click-Wrap」形式または署名式）を添付し、それに従って頒布を行うこと（本アプリケーションが認定ユーザーの事業所外に、またはかかる認定ユーザーの組織外で頒布される場合）、(6) 本会社が再頒布可能コードを入手したときにかかる製品上に表示されていた著作権、商標、特許に関する表示事項を削除したり見えなくしたりしないこと、(7) その他の点で本SPURの条項および条件に従うこと、並びに (8) 本SPURに特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されること。認定ユーザーが再頒布可能コードを使用する権利は、認定ユーザーが (a) 再頒布可能コードの全体または一部が除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能コードの派生製品を作成しないこと、および (b) 再頒布可能コードが除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能コード(またはその派生製品)を頒布しないことを条件とします。「除外ライセンス」とは、除外ライセンスの対象となるソフトウェアを使用、変更または頒布するための条件として、かかるソフトウェアまたはかかるソフトウェアと結合されたその他のソフトウェアまたはかかるソフトウェアとともに頒布されるその他のソフトウェアが (x) ソース コード形式で開示または頒布される、(y) 派生製品を作成するためにライセンス付与される、または (z) 無償で再頒布されることを要求するライセンスです。

BizTalk Server 2002 Enterprise Edition/ Standard Edition (PL) (旧バージョンは該当しません)

インストール－サーバーソフトウェア　BizTalk Server 2002 Standard Editionサーバー ソフトウェアは、そのコピーがインストールされているコンピュータ上の１プロセッサのみで使用することができます。本会社は、サーバー ソフトウェアを利用するためには1PLのみを有効に取得する必要があります。本会社は、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、サーバー ソフトウェアを2台以上のマシンで使用することができません。さらに、サーバー ソフトウェアは10を超える外部組織に接続するために使用することができず、また、5つを超える内部アプリケーションに接続するために使用することもできません。BizTalk Server 2002 Enterprise Edition　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。　再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2002 Enterprise Edition /Standard Edition 本ソフトウェア製品にSDK ソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアと共に動作するアプリケーション (以下「本アプリケーション」といいます) を構築するためにのみ、認定ユーザーの事業所内の1 台または複数のコンピュータにSDK ソフトウェアのコピーをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーの本アプリケーションを設計、開発、およびテストするために本サンプルコード (“samples” ディレクトリ内で特定されています) を改変して、改変した本サンプルコードをかかる認定ユーザーの事業所内の 1 台または複数のコンピュータ上で複製して使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが改変 (本条項で、「改変」とは本サンプルコードに機能強化を加えたものを意味します)を行った 本サンプルコードを、 REDIST.TXT ファイル内に「再頒布可能コード」と記載されて特定されているその他のファイル (以下総称して「再頒布可能コード」といいます) と共に複製および頒布することもできます。 ただしその場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下のBizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Editionに関する追加条項の「再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition」のセクション中の(a)および(c)から(g)で規定する条件の遵守に同意することを求めるものとします。認定ユーザーの再頒布可能コードに対するライセンス権は、以下の条件に従うものとします。(a)指定ソフトウェアを再頒布可能コードもしくはその派生製品に組み込んだり合体させず、(b) 再頒布可能コードまたはその派生製品と共に指定ソフトウェアを頒布せず、(c) 再頒布可能コードの派生製品を開発する際に指定ソフトウェアを使用しないものとします。「指定ソフトウェア 」とは、以下の条件を直接的または間接的に行いライセンスを取得したソフトウェアを意味します。(i) 再頒布可能コードもしくはその派生製品についてMicrosoftに対する義務を課す、あるいは課す意図を示し、または(ii) 再頒布可能コードもしくはその派生製品に対する、Microsoftの知的財産権およびその他の財産権に基づく権利を、第三者に対して許諾、もしくは許諾することを意図するものを指します。「指定ソフトウェア」には、その他のソフトウェアが組み込まれ、派生し、もしくは再頒布されたソフトウェアの使用、改変または再頒布されるそのソフトウェアを意味することがあります。かかるソフトウェアの条件は以下のとおりです。(a)ソースコードで公表もしくは再頒布され、(b)派生製品を作成する目的でライセンスを取得し、または(c)無料で再頒布可能なソフトウェア。
Business Solutions CRM Customer Service 1.2 Professiona/Standard、Business Solutions CRM Sales Force Automation 1.2 Professional/Standard、Business Solutions CRM Suite 1.2 Professional/Standard (SAL) （旧バージョンも含まれます）

>>本会社は、SPLAの「CRMに関する追加契約」を締結した場合に限り、本ソフトウェア製品の使用を許諾することができます。「CRMに関する追加契約」に関する情報については、マイクロソフトの担当者までお問い合わせ下さい。

>>本ソフトウェア製品が、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。
定義　本ソフトウェア製品に関して、「クライアント ソフトウェア」とは、デバイスにインストールされているソフトウェアであり、デバイスからサーバーソフトウェアにアクセスして利用することまたはサーバーから接続が切断された場合に本ソフトウェア製品の特定の機能を利用することを可能にするソフトウェアをいいます。また「モジュール」とは、サーバー ソフトウェアの機能の個々の部分を指し、サーバー ソフトウェアがすべてのモジュールをインストールしたとしても、各モジュールは別々に使用が許諾されるものとします。インストール－サーバーソフトウェア　本会社は、サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバーで使用することはできません。
使用制限　SPLAで認められているソフトウェア管理目的の場合を除いて、本会社は、指定顧客の事業を行う目的で指定顧客の代わりにアクセスまたは使用する認定ユーザーに対してのみ、サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのサービスおよび機能にアクセスして使用することを認めることができるものとします。SALは、１つの論理上のMicrosoft Business Solutions CRM データベースにアクセスする、ライセンスを取得済みの特定のモジュール（以下「インストレーション」といいます）に応じて発行され、異なるインストレーションにおいて使用したり、異なるインストレーション間で共有したりすることはできません。

ライセンスキー  本ソフトウェア製品のモジュールおよびバージョン(プロフェッショナルまたはスタンダード)の機能をインストールして使用するためには、本会社はマイクロソフトから適切なライセンスキーを取得する必要があります。かかるライセンスキーを取得するための手続きについては、マイクロソフトが本会社に明示するマイクロソフトの指定ウェブサイトにおいて公開されるものとします。本会社は、ライセンスキーを取得するにあたり、特定の情報（例：(i) 顧客の氏名、住所、市町村名、都道府県名、郵便番号、担当者、電子メールアドレス、電話番号およびファックス番号、並びに(ii) かかる顧客が使用する本ソフトウェア製品およびかかる顧客が使用する本ソフトウェア製品のそれぞれに対するユーザーの人数）の提供を要求される場合があります。本会社がマイクロソフトに顧客情報を提供することを求められる限度において、本会社はかかる情報の提供について当該顧客の同意を得る必要があります。

スタンダードおよびプロフェッショナル ユーザー ライセンス  ライセンスを受けた各モジュールのアクセスおよび使用は、本会社がライセンスを取得済みの当該モジュールにつきスタンダードSAL（以下「スタンダードSAL」といいます）またはプロフェッショナルSAL（以下「プロフェッショナルSAL」といいます）を取得したユーザーに制限されます。ライセンスを受けた各モジュールの一部の機能は、プロフェッショナルSALを取得したユーザーによるアクセスまたは使用のみに制限されます。本会社はライセンスを取得した1つのモジュールについて、スタンダードSALとプロフェッショナルSALを併せて利用することはできません。すなわち、ライセンスを取得済みの1つのモジュールにアクセスする全ての認定ユーザーがスタンダードSAlか、全てプロフェッショナルSALでなければなりません。認定ユーザーによるライセンスを取得した各モジュールの特定の機能へのアクセスおよび使用は、かかる認定ユーザーについて取得したSALの種類によって決定されます。

補助サーバー ソフトウェア  マイクロソフトが本ソフトウェア製品に関連してCRM Exchange e-mail routerまたはCRM Integration software（以下総称して「補助サーバー ソフトウェア」といいます）を本会社に提供する限度において、以下の条項が適用されるものとします。
a.
コンポーネントの分離  本会社は、サーバー ソフトウェアのコンポーネントの分離に関する上記の制限にかかわらず、別個のサーバーに任意の補助サーバー ソフトウェアをインストールすることができます。

b.
統合目的の接続  CRM Integration用サーバー ソフトウェアは、任意の認定ユーザーによるアクセスおよび使用のほか、統合目的においてのみ本ソフトウェア製品にアクセスする追加の接続を行うために1つのアプリケーションによって使用することができます。ただし、この追加の接続を通じて本ソフトウェア製品にアクセスする、SALの対象となっていないユーザーは、本ソフトウェア製品との間でデータをやりとりする目的においてのみかかるアクセスを行うものとします。追加のSALを取得しない限り、いかなる認められたCRM Integration用サーバー ソフトウェアのバックアップ、アーカイバルまたはテストのインストレーションも、ユーザーに本ソフトウェア製品に対する追加の接続を許諾するものではありません。

c.
Microsoft BizTalk Server Partner Edition  補助サーバー ソフトウェアには、Microsoft BizTalk Server Partner Edition （以下「BizTalk」といいます）のコピーが含まれる場合があります。かかるコピーが含まれる場合には、以下の条項が適用されます。

(1)
BizTalkは、かかるコピーがインストールされているサーバーの１つのプロセッサでのみ使用することができます。BizTalkは、同じアプリケーションまたは同じ目的のために処理している複数のマシン構成のように、1 台を超えるグループ構成で使用することはできません。
(2)
２つを超える外部組織に接続するため、または１つを超える内部アプリケーションと本ソフトウェア製品を統合するためにBizTalkを使用することはできません。
(3)
上記BizTalk Server 2002 Enterprise Edition/Standard Editionの追加条項中の「再頒布可能ソフトウェアの使用（以下「SDKソフトウェア」といいます）─BizTalk Server 2002 Enterprise Edition/Standard Edition」に記載の権利および制限は、BizTalkにも適用されます。

追加の制限

a.
Crystal コンポーネント  本会社および認定ユーザーは、以下を行うことはできません。(i) 本ソフトウェア製品のCrystal Decisions コンポーネント（以下「Crystalコンポーネント」といいます）を拡張もしくは改変するため、またはCrystalコンポーネントの既存のユーザー インターフェースを改変したりCrystalコンポーネントの新しいユーザー インターフェースを作成したりするために、Crystalコンポーネントにより作成される情報またはレポートにアクセスするためにアプリケーション プログラミング インターフェースを使用すること、(ii) Crystalコンポーネントのアプリケーション プログラミング インターフェースにアクセスする第三者のアドオンコンポーネントを使用すること、(iii) 本ソフトウェア製品を通じて作成されたデータ以外のアプリケーション データにアクセスするためにCrystal コンポーネントを使用すること、(iv) SALに従って本ソフトウェア製品を使用することを認められていないユーザーに対してCrystalコンポーネントへのアクセスを提供すること、 (v) Crystal Decisions により別途認められる場合を除き、Crystalコンポーネントまたはその一部（本ソフトウェア製品とともに提供されたCrystal ドライバを含みます）を、その他のCrystal Decisionsソフトウェアまたはその他のアプリケーションとともに使用すること、（ただし、認定ユーザーはCrystal コンポーネントにより利用されるレポートを作成または改変するためにCrystal Reportsを使用することができます。）、 (vi) 本ソフトウェア製品またはそのコンポーネントのいずれかの機能制限を解除するために不正なキーコードまたはパスワードを使用すること、ならびに、(vii) 本ソフトウェア製品またはその一部を、それらの使用に関するトレーニングを認定ユーザーでない者に対して提供するために使用すること。

b.
コンポーネント データ ストレージ  クライアント ソフトウェアには、Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) と呼ばれるデータ記憶技術を使用するコンポーネントが含まれています。このクライアント ソフトウェアのコンポーネントに含まれる、またはこのクライアント ソフトウェアのコンポーネントによってインストールされる MSDE のすべてのコピーとインスタンスは、これらのコンポーネントからのみ使用でき、本会社も認定ユーザーも、それ以外の目的でMSDEのコピーまたはインスタンスにアクセスして使用することはできません。例を挙げると、（これらの例によって規定内容を限定するものではありません）、本会社も認定ユーザーも、クライアント ソフトウェアのコンポーネントに含まれる、またはクライアント ソフトウェアのコンポーネントによってインストールされる MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりするアプリケーションを作成したり、かかるアプリケーションを実行して MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりすることはできません。さらに、本会社も認定ユーザーも、クライアント ソフトウェアを最初にインストールするときに無効にされている MSDE ネットワーク ライブラリ ファイルを再び有効化することはできません。
Class server 2003 (SAL) (対象教育機関向けソフトウェア サービスのみ) (旧バージョンは該当しません)

>>本会社は、SPLAの対象教育機関向け追加契約を締結している場合に限り、本ソフトウェア製品の使用を許諾することができます。対象教育機関向け追加契約に関する情報については、マイクロソフトの担当者までお問い合わせください。
インストール – クライアント ソフトウェア  本会社は、本クライアント ソフトウェアを、対象教育機関が所有またはリースする、対象教育機関の内部に置かれたデバイスおよび、対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している方が主要ユーザーであるデバイス上に、インストールすること、またはインストールを許諾することができます。 SALの条件  本会社は、対象教育機関の正規の学生で、サーバー ソフトウェアの機能にアクセスしたり、利用したりするユーザー（以下「認定ユーザー」といいます）それぞれに対して、１つのSALを取得しなければなりません。(i) 対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している方、または (ii)正規学生である認定ユーザーの両親のいずれかもしくは法律上の保護者が本ユーザーである場合は、SALを取得する必要はありません。  本ユーザーに対する制限 本会社は、サーバー ソフトウェアの機能またはサービスにアクセスしたり使用したりすることを、(i) 対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している本ユーザー、(ii)認定ユーザーおよび(iii) 認定ユーザーの両親または法律上の保護者に対してのみ、許諾することができます。認定ユーザーの両親のいずれかまたは法律上の保護者は、かかる認定ユーザーのユーザーIDを利用して、サーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスしたり、使用したりすることができます。  標準カリキュラムデータベース  本ソフトウェア製品には、教育用の標準およびベンチマーク カリキュラムのデータベース Webサイト（以下「データベース Webサイト」といいます）へのインターネット リンクが含まれることがあります。その場合、本ユーザー上記「本ユーザーに対する制限」で規定された本ユーザーは、データベース Webサイト上の使用条件や通知を修正することなく同意することを条件として、データベース Webサイトを利用することができます。  オペレーティング システム ソフトウェアのアップグレード義務  クライアント ソフトウェアは、クライアント ソフトウェアの正規の操作のために必要なオペレーティング システム ソフトウェアのアップグレード義務を含む場合があります。かかるシステム ソフトウェアのアップグレードはオペレーティング システムに関するデバイスの所有者のライセンスに規定されるのと同様の条項に従ってデバイスの所有者に許諾されるものです。
Class server 2.0 (SAL) (対象教育機関向けソフトウェア サービスのみ) (旧バージョンは該当しません)
>>本会社は、SPLAの対象教育機関向け追加契約を締結している場合に限り、本ソフトウェア製品の使用を許諾することができます。対象教育機関向け追加契約に関する情報については、マイクロソフトの担当者までお問い合わせください。
インストール – クライアント ソフトウェア  本会社は、本クライアント ソフトウェアを、対象教育機関が所有またはリースする、対象教育機関の内部に置かれたデバイスおよび、対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している方が主要ユーザーであるデバイス上に、インストールすること、またはインストールを許諾することができます。 SALの条件  本会社は、対象教育機関の正規の学生で、サーバー ソフトウェアの機能にアクセスしたり、利用したりするユーザー（以下「認定ユーザー」といいます）それぞれに対して、１つのSALを取得しなければなりません。(i) 対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している方、または (ii)正規学生である認定ユーザーの両親のいずれかもしくは法律上の保護者が本ユーザーである場合は、SALを取得する必要はありません。  本ユーザーに対する制限 本会社は、サーバー ソフトウェアの機能またはサービスにアクセスしたり使用したりすることを、(i) 対象教育機関の雇用人であり、かかる対象教育機関の正規の学生に対して講義その他の教育サービスを提供している本ユーザー、(ii)認定ユーザーおよび(iii) 認定ユーザーの両親または法律上の保護者に対してのみ、許諾することができます。認定ユーザーの両親のいずれかまたは法律上の保護者は、かかる認定ユーザーのユーザーIDを利用して、サーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスしたり、使用したりすることができます。  標準カリキュラムデータベース  本ソフトウェア製品には、教育用の標準およびベンチマーク カリキュラムのデータベース Webサイト（以下「データベース Webサイト」といいます）へのインターネット リンクが含まれることがあります。その場合、本ユーザー上記「本ユーザーに対する制限」で規定された本ユーザーは、データベース Webサイト上の使用条件や通知を修正することなく同意することを条件として、データベース Webサイトを利用することができます。

Commerce Server 2002 Enterprise Edition/Standard Edition、 Host Integration Server 2004 Enterprise Edition/Standard Edition （以下「HIS 2004 Enterprise Edition/Standard Edition」といいます）および Internet Security and Acceleration Server 2004 Standard Edition （以下「ISA Server 2004 Standard Edition」といいます） (PL)（旧バージョンは該当しません。）

インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。HIS Enterprise Edition/Standard Edition  取得した各PLにつき、本会社は、サーバー ソフトウェアとともに使用する場合に限り、本ソフトウェア製品のMaster Secret Serverコンポーネントの１つを別個のサーバーにインストールすることができます。.  ISA Server Standard Edition  取得した各PLにつき、本会社は、サーバー ソフトウェアとともに使用する場合に限り、本ソフトウェア製品のメッセージ スクリーナおよびISA Server Managerコンポーネントを別個のサーバーにインストールすることができます。再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 -  本ソフトウェア製品にSDK ソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアと共に動作するアプリケーション (以下「本アプリケーション」といいます) を構築するためにのみ、認定ユーザーの事業所内の1 台または複数のコンピュータにSDK ソフトウェアのコピーをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーの本アプリケーションを設計、開発、およびテストするために本サンプルコード (“samples” ディレクトリ内で特定されています) を改変して、改変した本サンプルコードをかかる認定ユーザーの事業所内の 1 台または複数のコンピュータ上で複製して使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが改変 (本条項で、「改変」とは本サンプルコードに機能強化を加えたものを意味します)を行った 本サンプルコードを、 REDIST.TXT ファイル内に「再頒布可能コード」と記載されて特定されているその他のファイル (以下総称して「再頒布可能コード」といいます) と共に複製および頒布することもできます。 ただしその場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下の条件に従うことを求めるものとします。

(1) 認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが開発した、再頒布可能コードに重要かつ主要な機能を追加した、認定ユーザーの アプリケーション（以下「本アプリケーション」といいます）と共におよびその一部としてのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布しなければなりません。

(2) 認定ユーザーは、本アプリケーションの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用することはできません。

(3) 本アプリケーション上に、認定ユーザーの名前で有効な著作権表示を付さなければなりません。

(4) 認定ユーザーは、本アプリケーションの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。

(5) その他の点では、認定ユーザーは、本SPURの条項および条件に従わなければなりません。

(6) マイクロソフトは、明示に許諾した以外のすべての権利を留保します。

認定ユーザーの再頒布可能コードに対する権利は、以下の規定に従うことを条件として与えられます。

(a) 指定ソフトウェアを作用コードもしくはその派生製品に組み込んだり合体させたりしないこと。

(b) 作用コードまたはその派生製品と共に指定ソフトウェアを頒布しないこと。

(c) 作用コードの派生製品を開発する際に指定ソフトウェアを使用しないこと。

「指定ソフトウェア 」には、使用・改変または頒布の条件として、そのソフトウェアが組み込まれたソフトウェア、そのソフトウェアから派生したソフトウェア、またはそのソフトウェアと共に頒布されるソフトウェアが、(a)ソースコードで公表もしくは再頒布される、(b)派生製品を作成する目的でライセンスされる、または(c)無料で再頒布される、という条件が含まれるものが一例ですが、それだけに限定されません。

Commerce Server 2000、Host Integration Server 2000 (以下「HIS 2000」といいます) 、 Internet Security and Acceleration Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition (以下「ISA Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition」といいます) (PL)（旧バージョンも含まれます。Site Server Commerce Edition、SNA ServerおよびProxy Serverも旧バージョンに該当します）

インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。ISA ServerおよびISA Server Enterprise Edition  以下のファイルは、サーバー ソフトウェアと共に使用する目的に限って、別個のサーバーにインストールすることができます：H.323 Gatekeeper、Message ScreenerおよびISA Server Management。再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - Commerce Server、HISおよびISA Server Enterprise Edition/Standard Edition  本ソフトウェア製品にSDK ソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアと共に動作するアプリケーション (以下「本アプリケーション」といいます) を構築するためにのみ、認定ユーザーの事業所内の1 台または複数のコンピュータにSDK ソフトウェアのコピーをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーの本アプリケーションを設計、開発、およびテストするために本サンプルコード (“samples” ディレクトリ内で特定されています) を改変して、改変した本サンプルコードをかかる認定ユーザーの事業所内の 1 台または複数のコンピュータ上で複製して使用することができます。認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが改変 (本条項で、「改変」とは本サンプルコードに機能強化を加えたものを意味します)を行った 本サンプルコードを、 REDIST.TXT ファイル内に「再頒布可能コード」と記載されて特定されているその他のファイル (以下総称して「再頒布可能コード」といいます) と共に複製および頒布することもできます。ただしその場合、本会社は、認定ユーザーに対して上記のBizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Editionに関する追加条項中の「再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition」の(a)から(h)までの条件の遵守に同意することを求めるものとします。

Content Management Server 2002 Enterprise Edition (PL) (旧バージョンも含まれます)
インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。

Encarta Class Server 1.0 (SAL) (対象教育機関向けソフトウェア サービスのみ) (旧バージョンは該当しません)
>>本会社は、SPLAの対象教育機関向け追加契約を締結している場合に限り、本ソフトウェア製品の使用を許諾することができます。対象教育機関向け追加契約に関する情報については、マイクロソフトの担当者までお問い合わせください。
インストール – クライアント ソフトウェア  本会社は、本クライアント ソフトウェアを、対象教育機関が所有またはリースする、対象教育機関の内部に置かれたデバイスもしくは、本会社がSALを取得し、割り当てたユーザーが主要ユーザーであるいかなるデバイスにも、インストールし、またはインストールを許諾することができます。 SALの条件  本会社は、(a) 対象教育機関の雇用人または正規の学生で、(b) サーバー ソフトウェアの機能にアクセスしたり、利用したりする本ユーザーそれぞれに対して、１つのSALを取得しなければなりません。正規学生である認定ユーザーの両親のいずれか、または法律上の保護者が本ユーザーである場合は、SALを取得する必要はありません。  本ユーザーに対する制限 本会社は、サーバー ソフトウェアの機能またはサービスにアクセスしたり使用したりすることを、(i) 対象教育機関に雇用されている認定ユーザー、(ii) 対象教育機関の正規の学生である認定ユーザーおよび(iii) 前述の(ii)に該当する認定ユーザーの両親または法律上の保護者に対してのみ、許諾することができます。対象教育機関の正規の学生である認定ユーザーの両親のいずれかまたは法律上の保護者は、かかる正規学生のユーザーIDを利用して、サーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスしたり、使用したりすることができます。  同時接続  対象教育機関に雇用されている本ユーザーが、サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに対して、複数のデバイスから同時接続を行いたい場合は、１接続毎に１つのSALを取得しなければなりません。例えば、1日のうち異なった時間帯においてPCと、別のラップトップからサーバー ソフトウェアにアクセスし、または使用することを望む本ユーザーに対して、１つのSALを取得しなければなりません。しかし、かかる個人がいかなる時点においても2台のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアにアクセスしたり、その他の方法で使用したい場合は、本ユーザーに対して２つのSALを取得する必要があります。 本会社は、対象教育機関の正規学生である認定ユーザー（及び彼らの両親及び法律上の保護者）が同時接続を望む場合は、追加のCALを取得する必要はありません。 

Exchange Server 2003 Corporate Outlook Access (SAL)（旧バージョンは該当しません）
>>本ソフトウェアが、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。

クライアント ソフトウェア  本会社は、Exchange Server 2003 – Enterprise Editionにアクセスしてこれを使用するためだけにクライアントソフトウェア (Microsoft Outlook Standard 2003を含みますが、それだけに限りません) をインストール、またはインストールを許諾し、任意のデバイス上で使用することができます。

Microsoft Office Outlook Standard 2003  本ソフトウェアには、Microsoft Office Outlook Standard 2003 のコピーが追加のクライアント ソフトウェアとして付属している場合があります。本会社は、Microsoft Office Outlook Standard 2003 またはその旧バージョンのコピーを１部、本会社がExchange ServerCorporate Outlook AccessのSALを取得した任意のユーザーが使用する１台のデバイス上にインストールすること、またはインストールを許諾することができます。認定ユーザーが本ソフトウェア付属のMicrosoft Office Outlook Standard 2003 のコピーを使用する場合は、Microsoft Office Outlook Standard 2003に組み入れられているまたはこれに付随するエンドユーザー向け使用許諾契約書の条件に関わらず、本SPURの条件が適用されます。本ソフトウェア製品付属のMicrosoft Office Outlook Standard 2003のコピーは、認定ユーザーが本ソフトウェア製品付属の特定のバージョンに限り使用することを認めるものであり、Microsoft Office Outlook Standard 2003の後続バージョンを使用する権利を与えるものではありません。Microsoft Office Outlook Standard 2003には、不正使用の防止を目的とした認証手続きがあります。認定ユーザーが本ソフトウェア製品の起動シーケンス中に明記されている方法でアクティベーションを行わない限り、本SPURに基づくMicrosoft Office Outlook Standard 2003のコピーに関する権利は、限られた回数のソフトウェアの立ち上げが行われた時点で行使できなくなる場合があります。また、認定ユーザーがそのデバイス上のコンピューター ハードウェアを変更した場合、あるいは本ソフトウェア製品付属のMicrosoft Office Outlook Standard 2003のコピーの設定を変更した場合にも、再度アクティベーションを行うことが必要となる場合があります。Microsoftは、認定ユーザーが正規にライセンスを受けたMicrosoft Office Outlook Standard 2003のコピーを有していることを確認するためにかかる手続きを設定します。認定ユーザーが正規にライセンスを受けたコピーを使用していない場合には、かかる認定ユーザーはMicrosoft Office Outlook Standard 2003またはそのアップデート版をインストールすることはできません。この手続き中にMicrosoftが認定ユーザーのデバイスから個人を特定できる情報を取得することはありません。
Corporate Outlook AccessのSAL 使用に関する制限  上記の権利はExchange Server 2003 – Enterprise Editionに適用されるものであり、旧バージョンには適用されません。

Exchange Server 2000 Knowledge Workerおよび Exchange Server 2000 Knowledge Worker Conferencing  (SAL)（下記の旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェア   本会社は、本会社がExchange Server Knowledge WorkerまたはKnowledge Worker Conferencing のSAL を取得した一人のユーザーが主として使用する１つのデバイスおよび別の１つのデバイスにクライアントソフトウェア (Microsoft Outlook を含みますが、それだけに限りません) をインストールすること、またはインストールすることを許諾することができます。同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき １SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別個のラップトップの両方からサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェア のサービスまたは機能にアクセスし、またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。 
Knowledge Workerの SAL  使用に関する制限  上記の使用権はExchange Server 5.5, Enterprise Edition または Exchange 2000 Enterprise Editionに適用されるものであり、旧バージョンには適用されません。

Knowledge Worker Conferencing の SAL  使用に関する制限   上記の使用権はExchange 2000 Conferencing Serverに適用されるものであり、旧バージョンには適用されません。

Exchange 2003 Web Mail、 Exchange 2003 Web Mail Plus、および Exchange 2003 Corporate Web Access (for Exchange Server 2003 – Enterprise Edition) (SAL) (旧バージョンは該当しません)
>>本会社は、SPLAのウェブアクセス追加契約を締結している場合に限り、本ソフトウェア製品の使用を許諾することができます。ウェブアクセス追加契約に関する情報については、マイクロソフトの担当者までお問い合わせください。

>>本ソフトウェアが、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。

>>注意： Exchange 2003 Web Mailの使用条件は以下のように修正され、以前「Chat」と呼ばれていた、テキストベースのチャットシステムのための標準プロトコル機能に関する条項が削除されています。この機能はExchange 2003 Web Mailの一部ではありません。この変更につきご質問がある場合は、マイクロソフト アカウント マネージャにお尋ねください。

SALの条件  Exchange Web Mail、Exchange Web Mail Plus、および Exchange Corporate Web AccessのSALには、Outlook Web Access の使用が含まれます。Outlook Web Access は、ユーザーがインターネットを通じてサーバー ソフトウェアの機能にアクセスできるようにするExchange Server 2003 - Enterprise Edition （以下｢サーバー ソフトウェア｣といいます）に含まれる機能で構成されています。Exchange Web Mail、Exchange Web Mail Plus、および Exchange Corporate Web AccessのSAL のユーザーは、以下の各SALについての使用制限中に定められているサーバー ソフトウェアの機能にアクセスしてこれを使用するためにのみ、Outlook Web Access を使用することができます。本会社は、ウェブアクセス追加契約の条件に基づいて各ユーザーにつき１SALを取得しなければなりません。
クライアント ソフトウェアの非存在  サーバー ソフトウェアの使用に関連するクライアント ソフトウェアはありません。

使用制限  ユーザーは、サーバー ソフトウェアの機能にアクセスしてこれを使用するためにMicrosoft Outlook を使用することはできません。

（「Windows Server」という場合、本SPURにおいて使用許諾を受けることのできるWindows Serverのバージョンが含まれます。）

使用制限

1. Exchange Web MailのSAL  本会社がExchange Web Mail のSALを取得した各ユーザーは、サーバー ソフトウェアの以下の機能（併せて「Exchange Web Mail SAL」といいます）を使用することができます。

*
本SALに記載の機能を利用できるようにするOutlook Web Access （以下「OWA」といいます）の機能

*
本SALに記載されたプロトコルを通じたメッセージングおよびパーソナル フォルダへのアクセス

*
インターネット メール プロトコル （シンプル メール トランスファー プロトコル（SMTP）、ポスト オフィス プロトコル（POP））、およびサービス プロバイダのドメインにおいて「joe@serviceprovider.com」といったタイプの電子メールアドレスを使用した、あらゆるクライアントを通じてのWebブラウザ アクセス

*
チャット（サーバー ソフトウェアには、テキストベースのチャットシステム用のスタンダード プロトコルであるインターネット リレー チャット（IRC）に基づくチャット サービスが含まれます）

*
タスク

*
アクティブディレクトリとの統合（Windows Serverは別途ライセンスされます）（サーバー ソフトウェアのディレクトリ情報（ユーザー、メールボックス、サーバー、サイト、およびカスタム受信者に関する情報を含みます）は、アクティブ ディレクトリに蓄積され、これによりアクティブ ディレクトリをサーバー ソフトウェアおよびWindows Server オブジェクトの一元化された管理に使用すること、Windows Serverグループをサーバー ソフトウェアの配布リストのために使用すること、およびLightweight ディレクトリ アクセス プロトコル（LDAP）をサーバー ソフトウェアのディレクトリ情報のためのネイティブ アクセス プロトコルとして使用することが可能になります）

*
Windows Serverセキュリティ インテグレーション（サーバー ソフトウェアは、 Windows Server セキュリティ モデルと完全に統合されています。アドミニストレーターは、 Windows Server のセキュリティ記述子（すなわち、アクセス コントロール リスト）を使用してバブリック フォルダを含めたすべてのメッセージングおよびコラボレーション リソースのための許可を規定しています）
*
ストレージ システム（メッセージング、コラボレーション、リッチ ドキュメント ストレージ、およびインターネットベースのアプリケーションのための単一のデータベース。本SALから明示的に除外されている機能またはプロトコルを補助するために使用される場合を除きます）

*
アクティブ/アクティブ クラスタリング（Windows Server, Enterprise EditionおよびWindows Advanced ServerバージョンのMicrosoftクラスタリングサービスをベースにしています。マルチマスター クラスタリングは、クラスターに使用されているすべてのサーバーがメッセージング要求を活発に処理し、障害が発生するとロールオーバーによる回復処理を行うことができるようにするものです）

*
頒布されたコンフィギュレーション（別々のフロントエンドおよびバックエンドサーバー）

*
制限のないデータベースサイズ

*
サーバー毎の複数のデータベース

*
Single-Seat Administration With Microsoft Management Console、Collaboration Data Objects (CDO) for Exchange Management、Policy-Based Administration、System Monitoring Using Windows Management Instrumentation (WMI)を含む、すべての管理ツール

*
NNTP（Network News Transfer プロトコル(NNTP)を通じてニュースグループのホスティングを行う機能）

*
パーソナル フォルダ（個人のドキュメントおよびメッセージをウェブ ストレージ システムに保存する機能かかるドキュメントおよびメッセージを他のユーザーと共有することはできない）

*
パーソナル アドレスブック（他のユーザーと共有されていないもの）

*
パブリック フォルダ
*
モバイル通知：モバイル デバイスを通じて、サーバー ソフトウェアにおけるイベントの通知を受けること 

*
モバイル ブラウズ：モバイル デバイスを通じてサーバー ソフトウェアのインボックス、パーソナル アドレスブックおよびタスクにアクセスすること
*
モバイル同期化：ワイヤレスネットワーク上のPocket PC 2002ベースのデバイスと、サーバー ソフトウェアのインボックス、パーソナル アドレスブックおよびタスクを同期化すること
*
ユニファイドメッセージング プラットフォーム機能：VPIMスタンダードのためのサポート（別個のボイスメールシステム間の相互運用、グリーティング、ボイスメッセージの録音および再生のためのインストール可能なOutlookフォーム、Outlook Web Accessを使用したすべてのユニファイドメッセージングデータへのインターネットアクセス等、ボイスメール関連のユーザーに関する情報のためのWindows Server アクティブディレクトリの組み込みフィールドへのアクセスを可能にします）
2. Exchange Web Mail Plus  本会社がExchange Web Mail Plus のSALを取得した各ユーザーは、サーバー ソフトウェアの以下の機能（併せて「Exchange Web Mail Plus SAL」といいます）を使用することができます。
*
Exchange Web Mail SAL （上記に定義されています） 
*
本SALに記載の機能の利用を可能にするOutlook Web Access （以下「OWA」といいます）

*
パーソナル カレンダー（他のユーザーと共用されていないもの）

*
単一のユーザーまたはユーザー組織のための単一のセカンドレベルのドメインのためのサポート（ユーザーは、「joe@serviceprovider.com」の代わりに、「joe@smith.com」または「joesmith@company1.com」を使用する権利を得る）。複数のサフィックス（「com」、「net」、「org」等）が認められる（例： 「joe@smith.com」、「joe@smith.net」、 「joe@smith.de」等）
*
パーソナル化されたドメイン（例：会社がPersonal Domain SALとして取得したドメイン）内またはサービスプロバイダーのドメイン全体中のすべてのユーザーのアドレスリスト
*
モバイルブラウズ  モバイルデバイスを通じたサーバーソフトウェアのパーソナル カレンダーおよびグローバル アドレスリストへのアクセス

*
モバイル 同期化：ワイヤレスネットワーク上のPocket PC 2002ベースのデバイスと、サーバーソフトウェアのパーソナル カレンダーおよびグローバル アドレスリストを同期化すること

3. Exchange Corporate Web AccessのSAL  本会社がExchange Corporate Web Access のSALを取得した各ユーザーは、サーバー ソフトウェアの以下の機能（併せて「Exchange Corporate Web Access SAL」といいます）を使用することができます。

*
Exchange Web Mail Plus SAL （上記に定義されています）

*
本SALに記載の機能の利用を可能にするOutlook Web Access （以下「OWA」といいます）の機能

*
共有フォルダ

*
共有カレンダーおよびコンタクト

*
他の人の空き時間/予定の入っている時間の閲覧を含む、グループスケジューリング

FrontPage 2002 (SAL) （旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。

同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別のラップトップの両方からサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (j) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対してサーバー ソフトウェアにアクセスさせ、またはサーバー ソフトウェアを使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的でサーバー ソフトウェアにアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。
Identity Integration Server 2003 – Enterprise Edition (PL) （旧バージョンは該当しません）
インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。
Sampleソフトウェアの使用の制限  README.HTMファイルは本ソフトウェアの一部を「Samples」として特定します。本会社は、本ソフトウェアを本会社の内部使用目的でカスタマイズするために「Samples」のソースコード版を使用または改変することができます。
Mobile Information Server 2002 Corporate Knowledge WorkerおよびMobile Information Server 2002 Enterprise Edition（SAL）（旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。

同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に ２つの別のモバイル デバイスからサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のモバイル デバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。

Corporate Knowledge Worker SAL  アクセス権限  本会社がMobile Information Server 2002 Corporate Knowledge Worker SALを購入して与えた各ユーザーは、Mobile Information Server  Enterprise EditionおよびOutlook Mobile Accessの機能にアクセスし、利用することができます。
Office 2003 Professionalおよび Office 2003 Standard Edition、 Office FrontPage 2003、Office Visio Professional 2003 およびOffice Visio Standard 2003  (以下「Office 製品」といいます)*  (SAL)（旧バージョンは該当しません）

>>* 「Office 製品」には、別の SALによってそれぞれ別途に取得可能な、一連のコンポーネント製品が含まれ、すべてのコンポーネント製品に下記の使用条項が適用されます。
クライアント ソフトウェア  本メディア要素およびテンプレートを例外として、Office 製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。Office製品は、ユーザーのデバイスにダウンロードすることはできません。

同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して Office 製品の 1 つが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別のラップトップの両方から Office 製品の 1 つのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時に Office 製品の 1 つのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。
構成部分の分離  本会社は、Office 製品のコンポーネントのサブセットではなく、本サーバー上にインストールした Office 製品全体をユーザーに提供し (それに対する SAL を取得し) なければなりません (例、 Office Professional をインストールした場合には、ユーザーが Word だけを使用する場合であっても Office Professional の SAL を取得しなければなりません)。同様に、本会社は Office 製品の機能のサブセットではなく、ライセンスを取得している Office 製品の全体をインストールして提供しなければなりません。  評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (i) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対していかなる Office 製品にもアクセスさせ、またはいかなる Office 製品をも使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的であらゆるOffice 製品にアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。
メディア要素の使用　Office製品は、特定の写真、クリップアート、シェイプ、アニメーション、音声、音楽およびビデオ クリップ (以下総称して「本メディア要素」といいます) を含んでいる場合があります。認定ユーザーは本メディア要素を複製、改変して、認定ユーザーの Web サイトを含めた認定ユーザーのソフトウェア製品またはサービスの一部として、これらをその改変したものと共に使用許諾、表示および頒布することができますが、認定ユーザーは、以下のことを行うことはできません。

使用制限  本会社は、認定ユーザーに対して、以下を行わないことに同意することを義務付けなければなりません。
*
本メディア要素のコピーを単独で、または本メディア要素が製品またはサービスの主要な価値であるコレクション、製品またはサービスの一部として、販売、許諾、もしくは頒布すること。
*
顧客に対して、本メディア要素の使用を許諾したり、頒布したりする権利を与えること。
*
特定できる個人、政府、ロゴ、イニシャル、エンブレム、商標もしくは企業に関係した本メディア要素を商業目的で使用または頒布すること、またはある製品、サービス、企業もしくは活動の推奨を意味したり、ある製品、サービス、企業もしくは活動との間のつながりを意味する方法で本メディア要素の使用を許諾したりまたは頒布すること。
*
本メディア要素を使用して、猥褻または公序良俗に反するものまたは作品を作成すること。
また認定ユーザーは、(1) 認定ユーザーによって改変された本メディア要素の使用許諾、使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、Microsoft を免責、補償し(弁護士費用についての免責、補償も含みます)、(2) 本メディア要素を含む認定ユーザーの製品およびサービスに、有効な著作権表示を付さなければならないものとします。
テンプレートの使用  Office製品にはドキュメント テンプレートが付属している場合があります。認定ユーザーは、Office製品の一部であるドキュメント テンプレートを、複製したり改変したりすることができます。また、テンプレートおよび改変されたものを、Office製品の他の正規ユーザーに対して頒布することができます。個人的なやりとりや個人間の商業的なやりとりを行う場合に限り、関連するインターネットベースのサービスから入手したテンプレートの複製、改変を行い、改変も含めてOffice製品の他の正規ユーザーに対して頒布することができます。

使用制限  本会社は、認定ユーザーに対して、以下を行わないことに同意することを義務付けなければなりません。

*
テンプレートを販売、再販、再許諾、レンタル、リース、または有償で譲渡すること。
*
インターネットベースのサービスを通じて、製品またはサービスの一部として、テンプレートを頒布すること。
*
インターネットベースのサービスから入手したテンプレートを、ネットワーク コンピュータ上に複製または掲載したり、媒体を通して不特定多数の者に配信したりすること。 

認定ユーザーは、認定ユーザーが改変したテンプレートの許諾または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします (弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます)。

FrontPage Web コンポーネンツの使用制限  Office製品にはMicrosoft FrontPage Web コンポーネンツが含まれている場合があります。かかるFrontPage Web コンポーネンツには、the MSNBC ニュース ヘッドライン コンポーネント、the MSN MoneyCentral Stock Quote コンポーネントおよび the MSN Search コンポーネント（以下「Web コンポーネンツ」といいます）が含まれますが、これらに限定されません。本ソフトウェアにWeb コンポーネンツが含まれている場合、認定ユーザーは、Web コンポーネンツをいかなる形でも編集あるいは改変して使用することはできません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツで表示されるロゴを、各ロゴの所有者が本会社のウェブサイトをスポンサーしていたり、後援していたり、ライセンス許諾していることを示唆するような形で表示してはなりません。Web コンポーネンツが他のサイトへのアクティブ リンクを含む場合、本会社は認定ユーザーがそのアクティブ リンクを保持し、それらをリダイレクトしたり改変したりしないことに同意するよう求めなければなりません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツを単体で販売、頒布、再許諾、リース又はレンタルすることはできません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツを(i) 閲覧者にサイトもしくはサイトの所有者とMicrosoft、MSN、MSNBC、Expediaあるいはそれらの製品もしくはサービスとの関係について誤解させたり、(ii) これらの知的財産権またはその他の権利を侵害したり、または(iii) 適用される法律に違反したり、人種差別・憎悪・ポルノグラフィーを促進したりするおそれのあるサイトと関連して使用することはできません。認定ユーザーは、the MSNBC コンポーネント内のニュース ヘッドラインをオーディオ フォーマットに変換してオーディオ ユーザーに再頒布することはできません。本会社は、認定ユーザーがこれらの制限に違反したことを通知された後でこれらの制限に違反した場合、ただちに認定ユーザーのウェブサイトからWeb コンポーネンツを削除することに合意するよう認定ユーザーに求めるものとします。本書に特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されます。本項に記載の制限は、Web コンポーネンツのみに適用されるものであり、ソフトウェア全般に適用されるものではありません。
アクティベーション（ライセンス認証）の義務  本ソフトウェアには、Office製品の不正使用の防止を目的とした認証手続きがあります。本会社がOffice製品の起動シーケンス中に明記されている方法で各コピーについてアクティベーションを行わない限り、本SPURに基づくOffice製品に関する権利は、限られた回数のソフトウェアの立ち上げが行われた時点で行使できなくなる場合があります。また、本会社がそのコンピュータ ハードウェアを変更した場合、あるいはOffice製品の設定を変更した場合にも、再度アクティベーションを行うことが必要となる場合があります。Microsoftは、本会社が正規にライセンスを受けたOffice製品のコピーを有していることを確認するためにかかる手続きを設定します。本会社が正規にライセンスを受けたコピーを使用していない場合には、本会社はOffice製品またはそのアップデート版をインストールすることはできません。この手続き中にMicrosoftが本会社のデバイスから個人を特定できる情報を取得することはありません。
インターネットベースのサービス  本会社は、Office製品に関連するMicrosoftのインターネットベースのサービスに損傷を与えたり、使用できなくしたり、過重な負荷をかけるような方法、第三者の使用や利用を妨げるような方法で、Office製品に関連するMicrosoftのインターネットベースのサービスを使用したり、使用を許諾したりすることはできません。また、本会社およびその認定ユーザーは、インターネットベースのサービスに関連するサービス、アカウント、コンピュータ システムおよびネットワークに対して不正なアクセスを試みてはなりません。

音声・手書き文字認識  本会社は、その認定ユーザーに対して、以下について通知しなければなりません。Office製品に音声または手書き文字認識コンポーネントが含まれている場合、認定ユーザーは、音声および手書き文字認識は本質的に統計的な処理であること、つまり認識の際の誤りは処理において内在するものであること、そのためにそのような誤りを処理する対策を講じ、音声および手書き文字認識処理を監視して間違いがあった場合修正する責任は認定ユーザーにあることを了解するものとします。Microsoft およびその供給者は、音声および手書き文字認識処理の誤りから生じた損害については一切責任を負いません。

レポート作成ランタイム ソフトウェアの制限  Office製品には、レポート作成ランタイム ソフトウェア (以下「本ランタイム ソフトウェア」といいます) が含まれている場合があります。Office製品とともに使用する場合を除き、本ランタイム ソフトウェアを他のソフトウェア アプリケーションと共に使用、または使用を許諾したり、本ランタイム ソフトウェアにより作成されたドキュメントまたは成果物を自動的に配信、共有または頒布するプロセスまたはシステムの一部として本ランタイム ソフトウェアを使用したりすることはできません。

Office XP Professionalおよび Office XP Standard Edition (以下「Office 製品」といいます)*  (SAL)（旧バージョンも含まれます）

>>* 「Office 製品」には、別の SALによってそれぞれ別途に取得可能な、一連のコンポーネント製品が含まれ、すべてのコンポーネント製品に下記の使用条項が適用されます。
クライアント ソフトウェア  本メディア要素を例外として、Office 製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。Office製品は、ユーザーのデバイスにダウンロードすることはできません。

同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して Office 製品の 1 つが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別のラップトップの両方から Office 製品の 1 つのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時に Office 製品の 1 つのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。

構成部分の分離  本会社は、Office 製品のコンポーネントのサブセットではなく、本サーバー上にインストールした Office 製品全体をユーザーに提供し (それに対する SAL を取得し) なければなりません (例、 Office Professional をインストールした場合には、ユーザーが Word だけを使用する場合であっても Office Professional の SAL を取得しなければなりません)。同様に、本会社は Office 製品の機能のサブセットではなく、ライセンスを取得している Office 製品の全体をインストールして提供しなければなりません。  評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (i) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対していかなる Office 製品にもアクセスさせ、またはいかなる Office 製品をも使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的であらゆるOffice 製品にアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。
メディア要素の使用　Office製品は、特定の写真、クリップアート、シェイプ、アニメーション、音声、音楽およびビデオ クリップ (以下総称して「本メディア要素」といいます) を含んでいる場合があります。認定ユーザーは本メディア要素を複製、改変して、認定ユーザーの Web サイトを含めた認定ユーザーのソフトウェア製品またはサービスの一部として、これらをその改変したものと共に使用許諾、表示および頒布することができますが、認定ユーザーは、以下のことを行うことはできません。

使用制限  本会社は、認定ユーザーに対して、以下を行わないことに同意することを義務付けなければなりません。
*
本メディア要素のコピーを単独で、または本メディア要素が製品またはサービスの主要な価値であるコレクション、製品またはサービスの一部として、販売、許諾、もしくは頒布すること。
*
顧客に対して、本メディア要素の使用を許諾したり、頒布したりする権利を与えること。
*
特定できる個人、政府、ロゴ、イニシャル、エンブレム、商標もしくは企業に関係した本メディア要素を商業目的で使用または頒布すること、またはある製品、サービス、企業もしくは活動の推奨を意味したり、ある製品、サービス、企業もしくは活動との間のつながりを意味する方法で本メディア要素の使用を許諾したりまたは頒布すること。
*
本メディア要素を使用して、猥褻または公序良俗に反するものまたは作品を作成すること。
また認定ユーザーは、(1) 認定ユーザーによって改変された本メディア要素の使用許諾、使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、Microsoft を免責、補償し(弁護士費用についての免責、補償も含みます)、(2) 本メディア要素を含む認定ユーザーの製品およびサービスに、有効な著作権表示を付さなければならないものとします。
Office Live Communications Server 2003 External Connector for Non-Employees (PL) （旧バージョンは該当しません）

インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。
最低２つのPL   本会社が、本ソフトウェア製品を使用する権限を得るためには、最低でも２つのPLを取得しなければなりません。

本ソフトウェア製品へのアクセス  「外部ユーザー」であるユーザーのみが、PLにしたがって本ソフトウェア製品にアクセスすることができます。「外部ユーザー」とは、以下の者を除くあらゆるユーザーを指します。 (1) 本会社がサーバー ソフトウェアによる本ソフトウェアサービスを提供する顧客（者）、(2) 顧客（組織）の常勤、非常勤、パート勤務、または臨時雇いの従業員、または(3) 顧客（組織）の職場に配置されている臨時要員、外部委託先要員等。この「外部ユーザー」の定義で使用する場合、「顧客（組織）」とは、顧客が政府関係者でない限り、 (a) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が所有および支配する一切の法人、(b) 直接であると間接であるとを問わず、顧客を所有および支配する一切の法人、または (c) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が共同で所有権もしくは支配権を持つ一切の法人を含みます。あるユーザーが上記に定義する｢外部ユーザー｣に明確に該当しない場合、当該ユーザーは本書において外部ユーザーであるとみなされず、かかるユーザーのためにOffice Live Communications Server SALが取得されていない限り本ソフトウェア製品にアクセスすることはできません。
Office Live Communications Server 2003、Standard Edition (SAL) （旧バージョンは該当しません）

クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。

プレゼンス情報を登録しないユーザー  本会社は、ホーム サーバーにプレゼンス情報が登録されていない認定ユーザーについてSALを取得する必要はありません。本項における「ホーム サーバー」とは、 サーバーソフトウェアにアクセスするユーザーまたはデバイスのプレゼンス情報の受信、処理または登録を行い、かかるプレゼンス情報の全部または一部を他のユーザーまたはデバイスが得られるようにするサーバー ソフトウェアのコンポーネントを指します。
Office Project Professional 2003およびProject Standard 2003 (SAL) （旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェアの非存在  本ソフトウェア製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。本ソフトウェア製品を本ユーザーのデバイスにダウンロードすることはできません。  Microsoft Office Webコンポーネント  認定ユーザーは、本ソフトウェア製品に含まれるOffice Webコンポーネント ソフトウェアにアクセスし、使用することができます。
同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別のラップトップの両方からサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (j) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対してサーバー ソフトウェアにアクセスさせ、またはサーバー ソフトウェアを使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的でサーバー ソフトウェアにアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。
Office Project Server 2003 (SAL) （旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェア  本ソフトウェア製品に含まれるクライアント ソフトウェアは、サーバー ソフトウェアの機能にアクセスし、使用するためだけに使用されるProject Web Access Componentのみです。

SharePoint Team Services  本会社は、サーバー ソフトウェアがインストールされたサーバー上にSharePoint Team Services ソフトウェアを1部インストールして使用することができます。
同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC及び別のラップトップからサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (j) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対してサーバー ソフトウェアにアクセスさせ、またはサーバー ソフトウェアを使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的でサーバー ソフトウェアにアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。
Office SharePoint Portal Server 2003 (SAL) （旧バージョンは該当しません）

コンポーネント データ ストレージ  本ソフトウェア製品には、Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) と呼ばれるデータ記憶技術を使用するコンポーネントが含まれています。このソフトウェア製品コンポーネントに含まれる、またはこのソフトウェア製品コンポーネントによってインストールされる MSDE のすべてのコピーとインスタンスは、これらのソフトウェア製品コンポーネントからのみ使用できます。いかなる MSDE のコピーとインスタンスも、それ以外の目的でアクセスすること、または使用することはできません。たとえば、このソフトウェア製品コンポーネントに含まれる、またはこのソフトウェア製品コンポーネントによってインストールされる MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりするアプリケーションを作成したり、本ソフトウェア製品上で実行して MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりすることはできません。さらに、本ソフトウェア製品を最初にインストールするときに無効にされている MSDE ネットワーク ライブラリ ファイルを再び有効化することはできません。
Office SharePoint Portal Server 2003 External Connector for Non-Employees (PL)（旧バージョンも含まれます）
インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。
最低２つのPL   本会社が、本ソフトウェア製品を使用する権限を得るためには、最低でも２つのPLを取得しなければなりません。

本ソフトウェア製品へのアクセス  「外部ユーザー」であるユーザーのみが、PLにしたがって本ソフトウェア製品にアクセスすることができます。「外部ユーザー」とは、以下の者を除くあらゆるユーザーを指します。 (1) 本会社がサーバー ソフトウェアによる本ソフトウェアサービスを提供する顧客（者）、(2) 顧客（組織）の常勤、非常勤、パート勤務、または臨時雇いの従業員、または(3) 顧客（組織）の職場に配置されている臨時要員、外部委託先要員等。この「外部ユーザー」の定義で使用する場合、「顧客（組織）」とは、顧客が政府関係者でない限り、 (a) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が所有および支配する一切の法人、(b) 直接であると間接であるとを問わず、顧客を所有および支配する一切の法人、または (c) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が共同で所有権もしくは支配権を持つ一切の法人を含みます。あるユーザーが上記に定義する｢外部ユーザー｣に明確に該当しない場合、当該ユーザーは本書において外部ユーザーであるとみなされず、かかるユーザーのためにOffice SharePoint Portal ServerのSALが取得されていない限り本ソフトウェア製品にアクセスすることはできません。
Operations Manager 2000 Server、Operations Manager 2000 Server Application Management Pack 及びOperations Manager 2000 Server with SQL Server 2000 Technology （PL）（旧バージョンは該当しません）

サーバー ソフトウェア  本製品のサーバー ソフトウェアは、以下の２つのコンポーネントによって構成されています。集中的なイベントのモニタリングおよびマネジメントサービスまたは機能を提供するためのサーバー ソフトウェアである「管理ソフトウェア」および、管理ソフトウェアを起動したサーバーから、あるサーバーをモニタリングまたは管理できるようにするためのサーバー ソフトウェアである「被管理ソフトウェア」。本会社は、本サーバー上に任意の数の管理ソフトウェアのコピーをインストールし、これを使用することができ、管理ソフトウェアおよび被管理ソフトウェアは、複数のサーバー上に、同時にあるいは別個に、数に限りなくインストールして使用することができます。但し、管理ソフトウェアがインストールされた各サーバーの各プロセッサおよび、被管理ソフトウェアを通じて管理ソフトウェアから管理またはモニターされている各サーバーの各プロセッサそれぞれにつき、１つのOperations Manager Server PLまたはOperations Manager Server with SQL Server 2000 Technology PL （以下「Base PL」といいます）を取得していることが条件となります。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、管理ソフトウェアまたは被管理ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するBase PLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のBase PLを取得する必要はありません。複数のサーバー上で使用するために、管理ソフトウェアの構成部分を分離することはできません。クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。

Operations Manager 2000 Server Application Management PackのPL   追加のPL  本会社はサーバー ソフトウェアのApplication Management Pack規則 （本ソフトウェア製品添付書類に記載されています）に従って被管理ソフトウェアを使うことによって、管理ソフトウェアで管理またはモニターする、各サーバーのプロセッサ1台につき１つずつ、Operations Manager Server Application Management PackのPL (以下「Application PL」 といいます) を、Base PLの他に取得しなければなりません。 この規定に対する例外として、あるプロセッサを、管理ソフトウェアまたは被管理ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するApplication PLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のApplication PLを取得する必要はありません。その他のソフトウェア   Operations Manager Serverのサーバー ソフトウェアの他に、「その他のソフトウェア」が含まれていることがあります。その他のソフトウェアは、本ソフトウェア製品にはオペレーティング コンソール及びレポーティング コンソール（以下あわせて「管理コンソール」といいます）からサーバー ソフトウェアの機能やサービスにアクセスしたり、サーバー ソフトウェアが利用する、管理サーバーとは別のコンピュータ（以下「データベース コンピュータ」といいます）に格納されたデータベースを更新したりすることを可能にするものです。必要な数のBase PLとApplication PLを取得していることを条件として、本会社は、本会社の事業所内の管理コンソール及びデータベース コンピュータにおいて、その他のソフトウェアのコピーを数に限りなくアップグレードし、インストールして使用することができます。

管理  本会社は、サーバー ソフトウェアの管理コンソールのホスティングを行うことだけの目的で、Base PLとApplication PLを取得する必要はありません。

SQLサーバーに関する特別規定  本会社は、SQL Serverを別のサーバー上で管理ソフトウェア用の保管場所として使用する場合、SQL Serverがインストールされた本サーバーのプロセッサ1台につき１つずつ、Base PLを取得しなければなりません。サーバー ソフトウェアのApplication Management Pack規則 （本ソフトウェア製品添付書類に記載されています）に従って被管理ソフトウェアを使うことによって、SQL Serverが管理ソフトウェアから管理またはモニターされている場合、本会社は、SQL Serverがインストールされているサーバーのプロセッサ1台につき１つずつ、Application PLを取得しなければなりません。
Operations Manager 2000 with SQL Server 2000 Technology に関する追加の権利と制限  本ソフトウェア製品には、Microsoft SQL Server 2000 Standard Edition （以下「SQLソフトウェア」といいます）のコピーが追加コンポーネントとして含まれています。インストール ─ SQL Server - サーバー ソフトウェア  本会社が上記のOperations Manager Server with SQL Server Technology PL を取得していることを条件として、本会社は、SQL Server用サーバー ソフトウェアのコピー1部を、1つのサーバー上でインストールして本会社のManager Server と共に使用することができます。ランタイム使用制限  SQLソフトウェアは、本会社がライセンスを取得したSystem Management Server 2003 およびOperations Manager 2000（以下「本会社のシステム管理ソフトウェア」といいます）のコピーを補助するためのみに、本会社のシステム管理ソフトウェアの一部として使用することができます。SQL ソフトウェアを使用して、(i) 本会社のシステム管理ソフトウェアに含まれている以外のアプリケーション、データベース、またはテーブルを新規に開発したり、(ii) それらと共に本製品を使用したりすることはできません。ただし認定ユーザーは、ツールを使用して既存のテーブルからクエリーやレポートを実行したり、本会社のシステム管理ソフトウェアの一部である開発環境やワークベンチを利用して、そのような本会社のシステム管理ソフトウェアを構成したり拡張したりすることはできます。本会社は、数に限りない認定ユーザーが本会社のシステム管理ソフトウェアの一部としてSQLソフトウェアを実行するサーバーのサービスを使用したりこれにアクセスしたりすることを許諾することができます。この場合において、当該認定ユーザーのためにSQL Server CALを取得する必要はありません。インストール ─ SQL Server – クライアント ソフトウェア  本会社は、任意のデバイス上にクライアント ソフトウェア（SQL Server Personal Edition）をインストールすること、またはかかるインストールを許諾することができます。ただし、それが本会社のシステム管理ソフトウェアに関連してのみ使用されていることが条件となります。SQL Server ツール  認定ユーザーは、SQL Serverの管理ツール、Books-Onlineおよび開発ツールコンポーネントを、内部使用を目的として、SQLソフトウェアおよびシステム管理ソフトウェアと共に使用する場合に限り、使用することができます。
Provisioning System (PL) (旧バージョンは該当しません)

インストール – サーバー ソフトウェア    本会社は、正規のライセンスを取得したMicrosoft Windows 2000 Advanced ServerまたはMicrosoft Windows 2000 Datacenter Serverが稼動している本サーバーに任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールし、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。本会社は、サーバー ソフトウェアを2台以上の本サーバーで使うために各コンポーネント パーツを分離することはできません。 改変 – サーバー ソフトウェア  本会社は、 本会社のその他の内部コンピュータおよび本サーバーのシステムに組み込むことだけを目的として、本製品のファイルのうち(i) .xmlまたは.aspファイルとして特定されたもの、または(ii) 本製品のセットアップ プログラムの一部として本サーバー上にインストールされないものを改変することができます。本会社が本条の許諾のもとで行う本製品の改変は、SPLAの保証規定ではカバーされません。
Small Business Server 2000 (SAL) （旧バージョンも含まれます）

インストール – サーバー ソフトウェア    本会社は 1 台の本サーバーにサーバー ソフトウェアのコピー 1 部をインストールして使用することができます。ただし、本サーバーに接続できるデバイスは 50 台を限度とします(接続数をプールまたは一体化するソフトウェアまたはハードウェアを利用する場合であっても、間接的な接続数が上記の 50 台という制限を越えてはならないものとします)。本会社は、サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバーで使用することはできません。本ソフトウェア製品に関して取得した SAL の数に関わらず、単一のドメインで実行できるのは本ソフトウェア製品の1 インスタンスに限ります(データの移行を行う場合に、それを完了するために必要となる時間を除きます)。  クライアント ソフトウェア   以下の「コンポーネントに関する権利および制限」に従って、本会社は、50 名のユーザーを限度としてクライアント ソフトウェアをインストールして使用し、またはインストールして使用させることができます。ただし、かかるユーザー各人につき専用のSmall Business Server 2000の SALを取得していることを条件とします。  

管理ツールの使用に関する注意   本会社は、サーバー ソフトウェアを管理するためにのみ、本会社の組織内で統合 Small Business Server Management Console および関連ツールおよびスナップインをデバイスにインストールして使用することができます。  再頒布可能コンポーネントの使用に関する注意  認定ユーザーは、REDIST.TXT ファイルに記載されているファイル (以下総称して 「再頒布可能コンポーネント」といいます) を改変、複製、または頒布することができます。ただしその場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、REDIST.TXT ファイルに記載されている「改変および頒布に関する条項」に従うことを求めるものとします。  
Small Business Server 2000の SAL に関する条件  以下の「コンポーネントに関する権利および制限」で規定された場合を除き、本会社は サーバー ソフトウェアにアクセスし、またはそれを利用するユーザー 1 名につき １ Small Business Server　2000 のSAL を取得しなければなりません。 本会社が個々のサーバー ソフトウェア コンポーネント用の SAL を本ソフトウェア製品の一部として取得した場合には、そのような SAL はユーザーにかかる個々のサーバー ソフトウェア コンポーネントにアクセスしそれを使用する権利を許諾するものではありません。Small Business Server 2000の SAL だけがそのようなアクセスおよびそれを使用する権利を許諾します。

コンポーネントに関する権利および制限  
a. Windows Server   プロセッサの制限    Windows Server ソフトウェアは、いかなる時点においても１台のサーバーで 4 プロセッサを超えて使用することはできません。 SAL に関する条件  本会社は、使用するソフトウェアの種類に関わらず、「認証ユーザー」 (以下に定義) 1名または「Windows Server のサービス」(以下に定義) を使用するユーザー1名につき、　Small Business Server　2000のSAL を１つ個別に取得しなければなりません。 ターミナル サービス  SAL に加え、本会社は「ターミナル サービス」 (以下に定義) を使用するユーザー1名につき、Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を１つ取得しなければなりません。ただし、Windows 2000 Professional、Windows XP ProfessionalまたはWindows XP Home の許諾済みのコピーが作動しているデバイスを使用するユーザー用にターミナル サービスを利用する場合には、Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を取得する必要はありません。本会社が取得する Windows 2000 Server, Terminal Services のSAL は、本会社が取得したWindows Server ソフトウェアと共にのみ使用することができます。
定義
*  「認証ユーザー」とは、Windows Server の統合サインオン サービスを直接もしくは間接的に利用するユーザー、または Windows のディレクトリ サービスから認証情報を受け取るユーザーを意味します。場合によっては、ユーザーからの要求なしに、ユーザーが使用しているソフトウェアによって認証情報の取得が行われることもありますので、ご注意ください。

*  「Windows Server統合サインオンサービス」 ユーザーが使用しているソフトウェアやサービスが、認証情報を受け取るために標準ログオン アプリケーション プログラミング インターフェイス（例：LogonUser） を呼び出した場合に、ユーザーは「認証ユーザー」となります。

*  「Windows Server のサービス」には、ファイル サービス (ファイルや記憶ディスクに対するアクセスまたは管理)、印刷サービス (本ソフトウェア製品によって管理されるプリンタへの印刷)、リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む、通信回線を通じた遠隔地からのサーバーへのアクセス)、およびターミナル サービスがあります。
*  「ターミナル サービス」とは、(i) デバイスで本サーバー上のソフトウェアを使用できるようにするためにサーバー ソフトウェアのターミナル サービス機能を使用すること、または (ii) サーバー ソフトウェアと共にその他のソフトウェアを使用して類似したサービスを提供することを意味します。  
b. Exchange Server クライアント ソフトウェア   本会社は、本会社がSmall Business Server 2000のSAL を取得した一人のユーザーが主として使用するデバイスおよび別の１台のデバイスに Exchange Server 用のクライアント ソフトウェア (Outlook を含みます) をインストールし、またはインストールすることを許諾することができます。同時接続   ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき １つのSmall Business Server 2000のSAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別個のラップトップの両方からサーバー ソフトウェア のサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1  SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスまたはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。  
c. SQL Server Standard クライアント ソフトウェア   本会社は、本会社がSmall Business Server 2000のSAL をあるユーザーのために取得した場合、そのユーザーのみが使用するデバイスに、SQL Server Desktop Component をインストールし、またはインストールすることを許諾することができます。 クライアント アクセス  他のSQL Server Standard またはSQL Server, Enterprise Edition とのやりとりのためにのみ SQL Server Standard を使用する場合には、SAL を取得する必要はありません。 SQL Server ツールの使用に関する注意  本会社は、本会社がSmall Business Server 2000のSAL をあるユーザーのために取得した場合、そのユーザーのみが使用する各デバイス上に限って、 SQL Server Standard の管理ツール、Books-Online、および開発ツールのコンポーネントを使用することができます。 再頒布可能コンポーネントの使用に関する注意  上記に許諾された権利に加え、認定ユーザーは SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) および本ソフトウェア製品内の REDIST.TXT に記載されているファイル (以下総称して 「再頒布可能コード」といいます) を使用、複製、および頒布することができます。ただしその場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、以下のSQL Server 2000 – Enterprise Edition/Standard Editionに関する追加条項中の「再頒布可能コードの使用」で規定された条件の遵守に同意することを求めるものとします。

d. Internet Security and Acceleration Server   クライアント アクセス   本会社は、Internet Security and Acceleration Server のサービスまたは機能にアクセスしまたはそれを利用するために SAL を取得する必要はありません。 

e. Health Monitor 2.1.   許可された使用   本会社は (i)本ソフトウェア製品のサーバー ソフトウェア コンポーネントが上記の「インストール – サーバー ソフトウェア」の条項に従ってインストールされているサーバーを監視するため、および (ii) 専用の Small Business Server 2000の SALをあるユーザー専用に取得している場合、そのユーザーを監視するためにHealth Monitor 2.1 を使用することができます。  クライアント アクセス   Health Monitor 2.1 の管理コンソールとしてのみデバイスを使用するユーザーに対しては、かかるユーザーがHealth Monitor 2.1 によって監視されていない限り、Small Business Server 2000の SAL を取得する必要はありません。    
f. Shared Fax Service および Shared Modem Service   クライアント アクセス   本会社は、 Shared Fax Service またはShared Modem Service Server ソフトウェアにアクセスし、またはそれを使用するユーザー1名につき、Small Business Server 2000の SAL を１つ取得しなければなりません。

g. FrontPage   本会社は、クライアント ソフトウェアとして本ソフトウェア製品と共に提供されている FrontPage ソフトウェアのコピー1部のみを、エンドユーザー1法人または1名につき1台のデバイスのみにインストールし、使用させることができます。

SQL Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition (SAL または PL) （旧バージョンも含まれます）

>>以下の権利および制限は、本会社が本ソフトウェア製品に関して取得したライセンス (SALであるか PL であるか）によって異なります。

SAL に関する条件

本会社は、以下のユーザー1名につき1 SAL を取得しなければなりません。

*  サーバー ソフトウェアのサービスにアクセスし、またはそれを利用するユーザー (Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) を使用してアクセスを行うユーザーも含みます)、

*  SQL Server Personal Edition をインストールして使用するユーザー、または

*  サーバー ソフトウェアの管理ツール、Books-Online、および開発ツールのコンポーネント (以下総称して「本ツール」といいます) を使用するユーザー。 ユーザーは、本ツールをサーバー ソフトウェアと共にのみ使用することができます。

再頒布可能コードの使用   上記に許諾された権利に加え、認定ユーザーは Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) および本ソフトウェア製品内の REDIST.TXT に記載されているファイル (以下総称して 「再頒布可能コード」といいます) を使用、複製、および頒布することができます。ただしその場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Editionに関する追加条項中の「再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition」の(a)から(h)までの条件の遵守に同意することを求めるものとし、「Jetファイル」（該当する場合）（本ソフトウェア製品において特定されています）またはMSDE（個別的にまたは総称して「MS DB ファイル」といいます）については、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、以下の追加的条件に従うことに同意することを求めなければなりません。

(a)
本アプリケーションは、Microsoft Accessの機能と実質的に同じか、マイクロソフトの合理的見解においてそれと競合するものと判断されるものであってはいけません。

(b)
かかる認定ユーザーが汎用のワード プロセッサ、表計算、データベース管理ソフトウェア、またはこれらを構成部分として含む複合著作物もしくはセット製品を商業目的で （商品化するために） 頒布する場合、MS DB ファイルを本アプリケーションとともに使用、複製することはできません。ただし、本アプリケーションを作動させるために、Microsoft Access のライセンス取得が必要となる場合にはこの限りではありません。また、Microsoft Access がサポートする様々なフォーマットが本アプリケーションに含まれ、それらのフォーマットでデータを出し入れするためにのみ使用される場合を除きます。  注意：限定されたワード プロセッサ、表計算またはデータベース機能の他に、重要かつ主要な価値を持つコンポーネントが含まれる製品（例えば、限定された表計算機能を有する会計ソフトウェアなど）は、「汎用」の製品とはみなされません。
マイクロソフトが別途提供するドライバSeparate Drivers provided by Microsoft.  マイクロソフトから本会社に対して別途提供される、SQL Serverで使用するソフトウェア サービス提供用の無償ドライバの使用条件は、ドライバ添付の使用許諾契約書に従うものとします。但し、使用許諾契約書中にかかるドライバを商業的なホスティングに使用することを禁止する条項があったとしても、SPLA及び本SPURに従ってソフトウェア サービスを提供するためにSQL Serverと共にかかるドライバを使用する場合は無効とします。
または

PL に関する条件 

サーバー ソフトウェア   本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。この規定に対する例外として、あるプロセッサを、サーバー ソフトウェアを実行するようセットアップされている一切のオペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにした場合、そのプロセッサに対するPLは必要ありません。オペレーティング システムのコピーにアクセスできないようにしたプロセッサの例として、パーティション化またはその他の同様の方法で切り離されたプロセッサが挙げられます。１つのプロセッサに対して複数のPLを取得する必要はありません。認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアの管理ツール、Books -Online、および開発ツールのコンポーネント (以下総称して「本ツール」といいます) をサーバー ソフトウェアと共にのみ使用することができます。 

切り替え用サーバーへのサーバー ソフトウェアのインストール  サーバー ソフトウェアをクラスタ環境で使用する場合、本会社は、切り替えサポート用にのみ使用されているサーバー（以下「パッシブ サーバー」といいます）上でサーバー ソフトウェアを一時的に使用することができます。ただし、パッシブ サーバー上のプロセッサ数が、主要なアクティブ サーバー上のプロセッサ数を超えないことを条件とします。
再頒布可能コードの使用   上記で許諾された権利に加えて、認定ユーザーは Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) および本ソフトウェア製品内の REDIST.TXT に記載されているファイル (以下総称して 「再頒布可能コード」といいます) を使用、複製、および頒布することができます。ただしその場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Editionに関する追加条項中の「再頒布可能ソフトウェア (以下「SDK ソフトウェア」といいます) の使用 - BizTalk Server 2000 Enterprise Edition/Standard Edition」の(a)から(h)までの条件の遵守に同意することを求めるものとし、「Jetファイル」（該当する場合）（本ソフトウェア製品において特定されています）またはMSDE（個別的にまたは総称して「MS DB ファイル」といいます）については、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、以下の追加的条件に従うことに同意することを求めなければなりません。

(a)
本アプリケーションは、Microsoft Accessの機能と実質的に同じか、マイクロソフトの合理的見解においてそれと競合するものと判断されるものであってはいけません。

(b)
かかる認定ユーザーが汎用のワード プロセッサ、表計算、データベース管理ソフトウェア、またはこれらを構成部分として含む複合著作物もしくはセット製品を商業目的で （商品化するために） 頒布する場合、MS DB ファイルを本アプリケーションとともに使用、複製することはできません。ただし、本アプリケーションを作動させるために、Microsoft Access のライセンス取得が必要となる場合にはこの限りではありません。また、Microsoft Access がサポートする様々なフォーマットが本アプリケーションに含まれ、それらのフォーマットでデータを出し入れするためにのみ使用される場合を除きます。  注意：限定されたワード プロセッサ、表計算またはデータベース機能の他に、重要かつ主要な価値を持つコンポーネントが含まれる製品（例えば、限定された表計算機能を有する会計ソフトウェアなど）は、「汎用」の製品とはみなされません。
マイクロソフトが別途提供するドライバSeparate Drivers provided by Microsoft.  マイクロソフトから本会社に対して別途提供される、SQL Serverで使用するソフトウェア サービス提供用の無償ドライバの使用条件は、ドライバ添付の使用許諾契約書に従うものとします。但し、使用許諾契約書中にかかるドライバを商業的なホスティングに使用することを禁止する条項があったとしても、SPLA及び本SPURに従ってソフトウェア サービスを提供するためにSQL Serverと共にかかるドライバを使用する場合は無効とします。

Systems Management Server 2003 及びSystems Management Server 2003 with SQL Server 2000 Technology （以下「SMS」といいます） (SAL)（旧バージョンは該当しません）

>>本ソフトウェアが、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。

インストール — クライアント ソフトウェア  本会社は、本サーバー ソフトウェアによってのみ管理される任意のデバイス上にクライアント ソフトウェアをインストールして使用することを許可することができます。

インストール —補助コンポーネント  本会社は製品に付随の文書に定める本サーバー ソフトウェアの以下のコンポーネント（総称して「補助コンポーネント」といいます）を、本サーバー ソフトウェアを補助するためのみに、本会社の組織内の任意のサーバー上にインストールして使用することができます。Secondary Site Server、Network Monitor、Administrator Console、Systems Management Server Provider、Recovery Point、Reporting Point、Server Locator Point、Distribution Point、Management Point、Client Access Point およびSender Server。

SALの条件  本会社は、直接かまたはマルチプレキシング、プーリング、その他同様のソフトウェアまたはハードウェアを通じてであるかに関わらず、サーバー ソフトウェアにより管理されている各デバイス毎にSALを取得する必要があります。本ソフトウェア製品については、各ユーザー毎にSALを取得する必要はありません。本項における「デバイス」とは、1 台のパーソナル コンピュータ、ワークステーション、端末装置、ハンドヘルド コンピュータ、ポケットベル、電話、携帯情報端末 (PDA)、サーバーまたはその他の電子デバイスを指します。

Systems Management Server 2003 with SQL Server Technology に関する追加の権利と制限  本ソフトウェア製品には、Microsoft SQL Server 2000 Standard Edition （以下「SQLソフトウェア」といいます）のコピーが追加コンポーネントとして含まれています。インストール ─ SQL Server - サーバー ソフトウェア  本会社がSystems Management Server with SQL Server Technology SALにより使用を許諾されたSystems Management Server 2003用サーバー ソフトウェアの、インストールされている各コピーにつき、本会社はSQLソフトウェアのコピー1部を、1つのサーバー上でインストールして使用することができます。ランタイム使用制限  SQLソフトウェアは、本会社がライセンスを取得したSystem Management Server 2003 およびOperations Manager 2000 （以下「本会社のシステム管理ソフトウェア」といいます）のコピーを補助するためのみに、本会社のシステム管理ソフトウェアの一部として使用することができます。SQL ソフトウェアを使用して、(i) 本会社のシステム管理ソフトウェアに含まれている以外のアプリケーション、データベース、またはテーブルを新規に開発したり、(ii) それらと共に本製品を使用したりすることはできません。ただし認定ユーザーは、ツールを使用して既存のテーブルからクエリーやレポートを実行したり、本会社のシステム管理ソフトウェアの一部である開発環境やワークベンチを利用して、そのような本会社のシステム管理ソフトウェアを構成したり拡張したりすることはできます。本会社は、本会社がSystems Management Server with SQL Server Technology SALを取得した数に限りないデバイスが本会社のシステム管理ソフトウェアの一部としてSQLソフトウェアを実行するサーバーのサービスを使用したりこれにアクセスしたりすることを許諾することができます。この場合において、かかるデバイスを使用するユーザーのためにSQL Server CALを取得する必要はありません。インストール ─ SQL Server – クライアント ソフトウェア  本会社は、本会社がSALを取得した任意のデバイス上にクライアント ソフトウェア（SQL Server Personal Edition）をインストールすること、またはかかるインストールを許諾することができます。ただし、それが本会社のシステム管理ソフトウェアに関連してのみ使用されていることが条件となります。SQL Server ツール  認定ユーザーは、SQL Serverの管理ツール、Books-Onlineおよび開発ツールコンポーネントを、内部使用を目的として、SQLソフトウェアおよびシステム管理ソフトウェアと共に使用する場合に限り、使用することができます。
Systems Management Server 2.0 （以下「SMS」といいます） (SAL)（旧バージョンも含まれます）

インストール — クライアント ソフトウェア   認定ユーザーは、主として自己が使用するデバイス上にのみ、またクライアント ソフトウェアのインストーラ コンポーネント （以下「SMS インストーラ」といいます） を使用してインストール プログラム （以下「セットアップ プログラム」といいます） を作成する目的に限って、SMS インストーラをインストールして使用することができます。認定ユーザーは、認定ユーザーのセットアップ プログラムを設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、SAMPLES.TXT ファイルで「サンプルコード」と指定されたソースコードを使用して改変することもできます。また認定ユーザーは、セットアップ プログラムの作成以外の目的で、認定ユーザーが主に利用するデバイスのみに、オブジェクトコード形式の再頒布可能コンポーネント （後に定義） をインストールして、サンプルコードを改変したものと共に使用することができます。ただし、(a)本会社は、かかる認定ユーザーに対して、セットアップ プログラムと共におよびその一部としてのみ再頒布可能コンポーネントを複製して使用することを求めなければならず、(b)再頒布可能コンポーネントを使用する各ユーザーがSystems Management Serverの有効なSALを取得し、また(c)本会社は、かかる認定ユーザーに対し、かかる認定ユーザーのセットアップ プログラムまたはかかるセットアップ プログラムによりインストールされたあらゆるプログラムの使用から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトおよびその供給者を免責、保護、補償することに同意することを求めるものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。かかる認定ユーザーは、SMSインストーラをインストールまたは使用するその他の権利を有しないものとします。
再頒布可能コンポーネントの使用  認定ユーザーは、REDIST.TXT ファイルに記載されたファイル （以下総称して「再頒布可能コンポーネント」といいます） を、改変したサンプルコードと共に、複製して頒布することができます。ただし、本会社は、認定ユーザーに対してREDIST.TXT ファイルに記載された頒布条件を従うことを求めなければなりません。その頒布条件には、上記の「インストール ─ クライアント ソフトウェア」の (a) - (c) の条件と同様の条件が含まれていることにご注意ください。 ユーザーのアクセス  本会社は、ユーザーに対して、 第三のデバイスを管理しているだけのSystems Management Server のサイト間通信を行うことを許諾するだけであれば、SALを取得する必要はありません。 管理コンソールまたはユーティリティ  また、本会社は、Systems Management Server で提供される管理コンソールやユーティリティを使用してSQL Server のサービスを呼び出しあるいは利用するために Microsoft SQL Server の SALを取得する必要はありません。 メーター サービスおよびクライアント アクセス ポイント  本会社は、本会社の組織内で本会社が正規のライセンスを取得した Windows NT Server が作動しているコンピュータに、サーバー ソフトウェアのメーター サービスおよびクライアント アクセス ポイントのコンポーネントをインストールして使用することができます。

Virtual Server 2004 (PL) （旧バージョンは該当しません）
>>本ソフトウェア製品が、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。
クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。
インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、サーバー ソフトウェアのコピーを1部、1台のサーバー上でインストールして使用することができます。本会社は、サーバー ソフトウェアの本サーバーへのインストール毎に、1つの有効なPLを取得しなければなりません。

Visio Professional 2002およびVisio Standard 2002 (SAL) （旧バージョンも含まれます）

クライアント ソフトウェアの非存在  本製品はクライアント ソフトウェア コンポーネントがないサーバー ソフトウェアです。

同時接続  ユーザーが複数のデバイスを使用して サーバー ソフトウェアが作動している本サーバーに同時に接続することを希望する場合、かかる1 同時接続につき１ SAL を取得する必要があります。例えば、本会社は、1 日のうち異なる時間に PC および別のラップトップの両方からサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、またはそれを利用するユーザー 1 名につき、 1 SAL を取得しなければなりません。しかし、 両方のデバイスから同時にサーバー ソフトウェアのサービスまたは機能にアクセスし、および/またはそれを利用するユーザーに対しては、2 SAL を取得しなければなりません。評価およびテストの制限  SPLA の第 3 条 (j) の規定に関わらず、本会社は既存または見込みの個人エンドユーザー (企業またはその他法人ではない者をいいます) によるテストまたは評価の目的で、かかるエンドユーザーに対してサーバー ソフトウェアにアクセスさせ、またはサーバー ソフトウェアを使用させることはできません。 しかし、本会社は、企業またはその他法人であるエンドユーザーによるテストおよび評価の目的で、本ソフトウェア サービスをSPLA の第 3 条 (i) の規定に従って提供することができます。ただし、その場合は以下の追加制限に従うものとします。(i)各エンドユーザーは、かかるエンドユーザーの30日間の評価期間中、エンドユーザーの組織内においてテストおよび評価の目的でサーバー ソフトウェアにアクセスする5名のユーザーのみを指名するものとし、および（ii）１ヶ月間中に、全てのエンドユーザーを累計して150名のユーザーのみが、かかる権利を与えられるものとします。

Windows 2000 Advanced Server、Windows 2000 Server (PL または SAL) （旧バージョンも含まれます）およびWindows 2000 Server, Terminal Services （SAL）（旧バージョンも含まれます）

>> 以下の権利および制限は、本会社が本ソフトウェア製品に関して取得したライセンス (SAL であるか PL であるか）によって異なります。

PL に関する条件

インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、追加のサーバー 1 台につき PL を別途に取得しない限り、サーバー ソフトウェアの各構成部分を分離して複数のコンピュータ上で使用することはできません。 

または

SAL に関する条件  本会社は、使用するソフトウェアの種類に関わらず、「認証ユーザー」 (以下に定義) 1名または「Windows Server のサービス」(以下に定義) を使用するユーザー1名につき、 1 SAL を個別に取得しなければなりません。 サーバー ソフトウェアのライセンスをSAL用に取得した場合、上記以外のユーザーは、そのサーバー ソフトウェアを実行しているサーバーのサービスを利用し、あるいはかかるサービスにアクセスすることができません。

ターミナル サービス  SALまたはPL に加えて、本会社は「ターミナル サービス」 (以下に定義) を使用するユーザー1名につき、 Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を１つ取得しなければなりません。ただし、ライセンスを取得したWindows 2000 Professional、Windows XP ProfessionalまたはWindows XP Home のコピーが作動しているデバイスを使用するユーザー用にターミナル サービスを利用する場合には、Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を取得する必要はありません。取得した Windows 2000 Server, Terminal Services SAL は、Windows Datacenter Server ソフトウェアと共にのみ使用することができます。

定義

「認証ユーザー」とは、Windows Server の統合サインオン サービスを直接もしくは間接的に利用するユーザー、または Windows のディレクトリ サービスから認証情報を受け取るユーザーを意味します。場合によっては、ユーザーからの要求なしに、ユーザーが使用しているソフトウェアによって認証情報の取得が行われることもありますので、ご注意ください。

「Windows Server統合サインオンサービス」 ユーザーが使用しているソフトウェアやサービスが、認証情報を受け取るために標準ログオン アプリケーション プログラミング インターフェイス（例：LogonUser） を呼び出した場合に、ユーザーは「認証ユーザー」となります。

「Windows Server のサービス」には、ファイル サービス (ファイルや記憶ディスクに対するアクセスまたは管理)、印刷サービス (本ソフトウェア製品によって管理されるプリンタへの印刷)、リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む、通信回線を通じた遠隔地からのサーバーへのアクセス)、およびターミナル サービスがあります。

「ターミナル サービス」とは、(i) デバイスで本サーバー上のソフトウェアを使用できるようにするためにサーバー ソフトウェアのターミナル サービス機能を使用すること、または (ii) サーバー ソフトウェアと共にその他のソフトウェアを使用して類似したサービスを提供することを意味します。 

非認証Windows 2000 Advanced Serverおよび 非認証Windows 2000  Server (PL)（旧バージョンも含まれます）

インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、追加のサーバー 1 台につき PL を別途に取得しない限り、サーバー ソフトウェアの各構成部分を分離して複数のコンピュータ上で使用することはできません。 

使用の制限   認証ユーザー（上記Windows 2000 Advanced Serverの項目内で定義）、Windows Serverのサービスまたはターミナル サービス（上記Windows 2000 Advanced Serverの項目内で定義）のユーザーのいずれも、サーバー ソフトウェアを実行しているサーバーのサービスを使用したり、そのようなサービスにアクセスしたりすることはできません。ただし例外として、本会社は最大5人の認証ユーザーに対して、サーバー ソフトウェアを実行しているサーバーのサービスを使用したり、そのようなサービスにアクセスしたりすることを許諾することができます。

匿名Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Edition (PL) （旧バージョンは該当しません）

>>32 ビット版 と64 ビット版でサポートされる機能は、以下の追加条項に記載する一部の機能も含めて、32 ビット版と 64 ビット版の間で同一でない場合、またどちらかで利用できない場合があります。各バージョンで提供される具体的な機能の一覧については、製品のドキュメントを参照してください。
インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、サーバー ソフトウェアの各構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。 本会社が適切な数のPLを取得することを条件に、本会社はMicrosoft Windows Server 2003, Standard Edition を、同時に ４ 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行でき、またMicrosoft Windows Server 2003, Enterprise Edition を、同時に ８ 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。

使用制限  本会社は、(i) インターネットを通じてのみサーバー ソフトウェアにアクセスし、サーバー ソフトウェアまたはマルチプレキシング サービスによって認証その他の方法で個々に識別されることがないユーザー（例：　公開ウェブサイトを匿名で閲覧する場合）および (ii) サーバー アプリケーション(サーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイスの間でユーザーまたはアプリケーションの認証情報を交換する際に、Windows認証サービスと直接または間接に交信を行うアプリケーション、例えばMicrosoft Exchange Server及びMicrosoft SharePoint Portal Serverを除きます) のプラットフォームとしてのサーバー ソフトウェアにアクセスし、使用する場合に限り、サーバー ソフトウェアの使用またはこれへのアクセスを許可することができます。  「マルチプレキシング サービス」とは、ユーザーの要求によりまたはその代理で、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはサーバー ソフトウェアを使用するソフトウェア アプリケーションまたはサービスです。上記以外のユーザーはサーバー ソフトウェアを使用することまたはこれにアクセスすることができません。ただし、本会社は５名を上限として、その他のユーザーがサーバー ソフトウェアを作動させているサーバーのサービスを利用またはこれにアクセスすることを例外的に認めることができます。上記Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Editionの追加条項の「Windows Server 2003（すべてのエディション）に関するその他の権利と制限」に記載の権利および制限は、本サーバー ソフトウェアにも適用されます。

Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Edition (PLまたはSAL) （旧バージョンは該当しません） および Windows Server 2003, Terminal Server (SAL) （旧バージョンは該当しません）

>>32 ビット版 と64 ビット版でサポートされる機能は、以下の追加条項に記載する一部の機能も含めて、32 ビット版と 64 ビット版の間で同一でない場合、またどちらかで利用できない場合があります。各バージョンで提供される具体的な機能の一覧については、製品のドキュメントを参照してください。

>>以下の権利および制限は、本会社が本ソフトウェア製品に関して取得したライセンス (SALであるか PL であるか)によって異なります。

PL に関する条件

インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、サーバー ソフトウェアの各構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。 本会社が適切な数のPLを取得することを条件に、本会社はMicrosoft Windows Server 2003, Standard Edition を、同時に ４ 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行でき、またMicrosoft Windows Server 2003, Enterprise Edition を、同時に ８ 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。

または

SAL に関する条件  本会社は、直接かまたはマルチプレキシング サービス（以下に定義されています）によるかに関わらず、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはこれを使用するユーザー1名につき 1 SAL を個別に取得しなければなりません。 例えば、以下のサーバー ソフトウェアのサービスのいずれかを利用するユーザー1名につき 1 SALを取得する必要があります。
*  認証サービス (ユーザーまたはアプリケーションの資格情報がサーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイスの間でやり取りされる場合)
*  ファイル サービス (ファイルまたはディスク記録装置へのアクセスまたはその管理) 
*  印刷サービス (サーバー ソフトウェアにより管理されたプリンタへの印刷)
*  リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む通信リンクによる、遠隔地からサーバーへのアクセス)

ただし、サーバー ソフトウェアがSALに従ってライセンスされている場合、インターネットを通じてのみサーバー ソフトウェアにアクセスし、サーバー ソフトウェアまたはマルチプレキシング サービスによって認証その他の方法で個々に識別されることがないユーザー（例：　公開ウェブサイトを匿名で閲覧する場合）は、サーバー ソフトウェアを使用することまたはこれにアクセスすることができません。 「マルチプレキシング サービス」とは、ユーザーの要求によりまたはその代理で、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはサーバー ソフトウェアを使用するソフトウェア アプリケーションまたはサービスです。本会社は、以下のユーザーについてはWindows Server 2003 のSALを取得する必要はありません。 (i) 本会社が有効なSmall Business Server 2003のSALを取得済みであるユーザーであり、 (ii) ドメイン コントローラとして動作しておらず、同じ Small Business Server ドメインに属しているサーバー ソフトウェアにアクセスするユーザー。
ターミナル サーバー (TS)  Windows Server 2003 のSAL または PLのほか、本会社は「Windowsセッション」を実行するユーザー1名につき、 １個のWindows Server 2003、Terminal ServerのSAL（以下「TS SAL」といいます）を取得しなければなりません。「Windowsセッション」とは、サーバー ソフトウェアがデバイス上で (サーバー ソフトウェアのTS コンポーネントまたは他の技術による) グラフィカル ユーザー インターフェイスをホストしている間のセッションを意味します。本会社が取得するTS SALは、本会社がSPLAに基づいてライセンスを許諾されたWindows Server 2003ソフトウェア製品と共にのみ使用することができます。単一のコンソール セッションにアタッチまたはミラーリングするときには、TS SAL は必要ありません。「コンソール セッション」とは、指定されたプライマリ キーボードおよびディスプレイ デバイス (または同様の周辺機器) を使用して実行する Windows セッションのことです。
Windows Server 2003（すべてのエディション）に関するその他の権利と制限 

(a)
アクティベーション（ライセンス認証）の義務  ソフトウェアの著作権侵害を減らすため、マイクロソフトはサーバー ソフトウェアの32 ビット版のアクティベーションを要求します。マイクロソフトは本会社の同意がない限り、アクティベーション プロセス中、本会社のサーバーからいかなる個人を特定できるような情報も収集しません。サーバー ソフトウェアのコピーのアクティベーションは、セットアップ過程で説明される方法に従って行う必要があります。これに従わない場合、本SPURおよびSPLAに従ってサーバー ソフトウェアを使用できる本会社の権利は、本会社が最初にサーバー ソフトウェアをインストールしてから30日間に限定されます。  サーバー ソフトウェアは、インターネットまたは電話を使用して（通信料金がかかる場合があります）アクティベーションを行うことができます。また、本会社がコンピュータ ハードウェアを変更した場合またはソフトウェアの設定を変更した場合には、サーバー ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要があります。インターネットによるアクティベーションを選択した場合、サーバー ソフトウェアはインターネットを通じてマイクロソフトのコンピュータ システムにアクセスし、本会社がライセンスを受けたソフトウェアのコピーを有していることを確認するための認証プロセスを実行します。本会社はサーバー ソフトウェアがかかる認証プロセスを実行することに同意するものとします。本会社が、ライセンスを受けていないサーバー ソフトウェアのコピーを有している場合、本会社はサーバー ソフトウェアまたはそのアップデート版をインストールすることはできません。アクティベーションに関するその他の情報はマイクロソフトのサポート サイトにおいて、オンライン上で閲覧することができます。
(b)
コンポーネント データ ストレージ  32 ビット版のサーバー ソフトウェアには、MSDEデータ記憶技術を使用するコンポーネントが含まれています。このサーバー ソフトウェアに含まれる、またはこのサーバー ソフトウェアによってインストールされる MSDE のすべてのコピーとインスタンスは、これらのサーバー ソフトウェア コンポーネントによってのみ使用できます。サーバー ソフトウェアに含まれるいかなる MSDE のコピーまたはインスタンスも、それ以外の目的でアクセスすること、または使用することはできません。たとえば、MSDE のサーバー ソフトウェア バージョンを開発目的で使用することはできません。さらに、サーバー ソフトウェアを最初にインストールするときに無効にされている MSDE ネットワーク ライブラリ ファイルを再び有効化することはできません。
(c)
自動的なインターネット ベースのサービス サーバー ソフトウェアが提供する以下の機能は、本会社へ別途通知することなく、インターネットを介してマイクロソフトのコンピュータ システムへ自動的に接続するよう初期設定されています。本会社は以下の機能の動作に同意するものとしますが、本会社がこれらの機能を解除するか、もしくは使用しない場合は、この限りではありません。マイクロソフトが本機能を通じて個人を特定できるような情報を取得することはありません。本機能に関する詳細情報については、サーバー ソフトウェア付属の文書、もしくは マイクロソフト オンライン サポート サイトをご覧ください。
(i)
Windows Update 機能 サーバーソフトウェアの初期設定では、本会社のサーバーにデバイスを接続した際に適切なデバイス ドライバが本会社のサーバー上に存在しない場合、本会社のサーバー上の Windows Update 機能 (デバイス マネージャおよび Plug & Play CDM モジュールを含む) は、インターネットを通じて自動的に マイクロソフト コンピュータ システムで適切なデバイス ドライバの検索を試みます。自動的に検索作業が行われることにより、カスタマーはより快適に新しいハードウェアをプラグ アンド プレイによりインストールすることができます。Windows Update のドライバ自動検索機能は、解除することができます。
(ii)
Web コンテンツ機能 サーバー ソフトウェアの初期設定では、本会社がインターネットに接続している場合、サーバー ソフトウェアでマイクロソフト コンピュータ システムよりコンテンツを取得し、表示するための複数の機能が有効になっています。この機能を起動した場合、標準インターネット プロトコルを用いて本会社のサーバー上のオペレーティング システムとブラウザの種類および言語コードが マイクロソフト コンピュータ システムへ送信され、これにより本会社のサーバー上でコンテンツを正しく閲覧することができます。これらの機能は、起動しない限り作動せず、本会社は機能を解除する、もしくは使用しないことを選択することができます。これらの機能の例としては、Windows カタログ、検索アシスタントおよびヘルプとサポートセンターのヘッドラインと検索機能等が含まれます。
(iii)
デジタル証明書 X.509 標準に基づく証明書は、サーバー ソフトウェアの重要なセキュリティ上の機能です。X.509 の特定の機能 (例 : 証明書失効確認、証明書パスの構築) は、インターネットを通じて、マイクロソフトおよびデジタル証明書の証明機関が所有するコンピュータ システムに接続し、特定のインターネット上の操作中 (例 : SSL または Ipsec により保護された通信、S/MIME により保護されたメール、スマートカード認証) に本会社が第三者より受領するデジタル証明書の有効性について確認します。本会社が証明書により保護されているコンテンツへのアクセスを試みた場合、サーバー ソフトウェアは X.509 標準に従い、自動的にユーザー証明書及び証明書失効リストを取得します。更に、サーバー ソフトウェアの自動ルート更新機能は、信頼できる証明機関のリストを随時更新します。自動ルート更新機能は任意の機能であり、本会社はこの機能を望まない場合それをアンインストールすることができます。X.509 標準に基づくその他のセキュリティ管理機能は、サーバーのインターネット アクセスを遮断することによって、操作されないようにすることができます。
(iv)
Windows Media Digital Rights Management  コンテンツ プロバイダは、コンテンツの著作権を含め無体財産権が不正使用されないように、本サーバー ソフトウェアに含まれている Windows Media Digital Rights Management 技術 (以下「WM-DRM」といいます) を使用して、コンテンツ (以下｢保護コンテンツ｣といいます) の統合性を保護しています。サーバー ソフトウェアの一部および、第三者のメディア プレイヤー等のアプリケーション (以下「WM-DRM ソフトウェア」といいます) では、保護コンテンツを再生するために WM-DRM を利用しています。WM-DRM ソフトウェアのセキュリティに危険が生じた場合、保護コンテンツの所有者が マイクロソフトに対して、WM-DRM ソフトウェアで保護コンテンツの複製、表示または再生機能を失効するよう要請することがあります。失効された場合も、WM-DRM ソフトウェアが保護されていないコンテンツを再生する機能には変わりはありません。本会社がインターネットから保護コンテンツのライセンスをダウンロードする度に、失効された WM-DRM ソフトウェアのリストが本会社のコンピュータへ送信されます。マイクロソフトは、保護コンテンツの所有者に代わって、そのようなライセンスと共に失効リストを本会社のコンピュータにダウンロードすることがあります。保護コンテンツの所有者は、彼らのコンテンツにアクセスする前にサーバー ソフトウェアの WM-DRM コンポーネントの一部アップグレード (以下「WM-DRM アップグレード」といいます) を行うように要請することがあります。本会社がそのようなコンテンツを再生しようとすると、マイクロソフトの WM-DRM ソフトウェアが WM-DRM アップグレードが必要であると通知し、WM-DRM アップグレードのダウンロード前に本会社の同意を求めてきます。第三者の WM-DRM ソフトウェアでも、同様の通知が行われることがあります。アップグレードを行わない場合、WM-DRM アップグレードが必要なコンテンツにアクセスできなくなりますが、保護されていないコンテンツおよび WM-DRM アップグレードを必要としない保護コンテンツにアクセスすることは可能です。新規ライセンスの取得もしくは必要とされる WM-DRM アップグレードの実行等を目的としてインターネットに接続する WM-DRM 機能は、解除することができます。WM-DRM 機能が解除されている場合、本会社が自身のコンピュータ上に既に保存されている保護コンテンツについて正規のライセンスを取得している限り、かかる保護コンテンツを再生することは可能です。
(v)
Windows Media Player.  Windows Media Player には、本会社が Windows Media Player もしくはその特定の機能を利用した場合、マイクロソフトのコンピュータシステムに自動的に接続する機能が含まれています。特定の機能とは、(A) 本会社が再生しようとするコンテンツについて、サーバー上に適切なCodec がない場合、最新版を確認し (この機能は解除することができます)、(B) Windows Media Player の最新バージョンを確認 (この機能は、本会社が Windows Media Player を使用している場合のみ作動します) する機能です。
(d)
Windows Media Player 用 MPEG-4 Visual Decoder に関する注意  以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG-4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、全て禁止されています。(A)(I) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(II) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。マイクロソフトは MPEG LA, L.L.C. との契約上、本注意書きを表示することを義務付けられています。
Windows Server 2003 OEM版 (for Windows Server 2003, Enterprise Edition, Windows Server 2003, Standard Edition or Windows Server 2003, Datacenter Edition) (SAL) （旧バージョンには該当しません）

本会社は、直接かまたはマルチプレキシング サービス（以下に定義）によるかに関わらず、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはこれを使用するユーザー1名につき 1 SAL を個別に取得しなければなりません。 例えば、以下のサーバー ソフトウェアのサービスのいずれかを利用するユーザー1名につき 1 SALを取得する必要があります。
*  認証サービス (ユーザーまたはアプリケーションの資格情報がサーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイスの間でやり取りされる場合)
*  ファイル サービス (ファイルまたはディスク記録装置へのアクセスまたはその管理) 
*  印刷サービス (サーバー ソフトウェアにより管理されたプリンタへの印刷)
*  リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む通信リンクによる、遠隔地からサーバーへのアクセス)

ただし、サーバー ソフトウェアがSALに従ってライセンスされている場合、インターネットを通じてのみサーバー ソフトウェアにアクセスし、サーバー ソフトウェアまたはマルチプレキシング サービスによって認証その他の方法で個々に識別されることがないユーザー（例：　公開ウェブサイトを匿名で閲覧する場合）は、サーバー ソフトウェアを使用することまたはこれにアクセスすることができません。  「マルチプレキシング サービス」とは、ユーザーの要求によりまたはその代理で、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはサーバー ソフトウェアを使用するソフトウェア アプリケーションまたはサービスです。本会社は、本会社が購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用することができます。サーバー ソフトウェアはWindows Server 2003, Enterprise Edition、Windows Server 2003, Standard Edition またはWindows Server 2003, Datacenter Editionでなければならず、各SALはこれら3つのサーバー ソフトウェア製品のうちいずれか1つと共にのみ使用することができます。サーバー ソフトウェアのインストールと使用権については、サーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属のエンドユーザー向け使用許諾契約書が適用されます。ただし、ソフトウェア サービスに関するサーバー ソフトウェアへのアクセス権およびクライアント ソフトウェア（デバイス ソフトウェアとも呼ばれます）の使用については本SPURが適用されます。

ターミナル サーバー (TS)  Windows Server 2003 OEMのSALのほか、本会社は「Windowsセッション」を実行するユーザー1名につき、 １個のWindows Server 2003、Terminal ServerのSAL（以下「TS SAL」といいます）を取得しなければなりません。「Windowsセッション」とは、サーバー ソフトウェアがデバイス上で (サーバー ソフトウェアのTS コンポーネントまたは他の技術による) グラフィカル ユーザー インターフェイスをホストしている間のセッションを意味します。本会社が取得するTS SALは、本会社が購入したサーバーにプレインストールされているソフトウェア製品である、Windows Server 2003, Enterprise Edition、Windows Server 2003, Standard EditionまたはWindows Server 2003, Datacenter Editionと共にのみ使用することができます。単一のコンソール セッションにアタッチまたはミラーリングするときには、TS SAL は必要ありません。「コンソール セッション」とは、指定されたプライマリ キーボードおよびディスプレイ デバイス (または同様の周辺機器) を使用して実行する Windows セッションのことです。

Windows Server 2003 Rights Management Server External Connector for Non-Employees (for Windows Server 2003, Enterprise Edition, Windows Server 2003, Standard Edition Windows Server 2003, Datacenter Edition, or Windows Server 2003 Web Edition) (PL) (旧バージョンは該当しません)
インストール－サーバー ソフトウェア　本会社は、本サーバー上に任意の数のサーバー ソフトウェアのコピーをインストールして、これを使用することができます。但し、本サーバー上のプロセッサ1つにつき 1PL を取得しなければなりません。
最低２つのPL   本会社が、本ソフトウェア製品を使用する権限を得るためには、最低でも２つのPLを取得しなければなりません。

本ソフトウェア製品へのアクセス  「外部ユーザー」であるユーザーのみが、PLにしたがって本ソフトウェア製品にアクセスすることができます。「外部ユーザー」とは、以下の者を除くあらゆるユーザーを指します。 (1) 本会社がサーバー ソフトウェアによる本ソフトウェアサービスを提供する顧客（者）、(2) 顧客（組織）の常勤、非常勤、パート勤務、または臨時雇いの従業員、または(3) 顧客（組織）の職場に配置されている臨時要員、外部委託先要員等。この「外部ユーザー」の定義で使用する場合、「顧客（組織）」とは、顧客が政府関係者でない限り、 (a) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が所有および支配する一切の法人、(b) 直接であると間接であるとを問わず、顧客を所有および支配する一切の法人、または (c) 直接であると間接であるとを問わず、顧客が共同で所有権もしくは支配権を持つ一切の法人を含みます。あるユーザーが上記に定義する｢外部ユーザー｣に明確に該当しない場合、当該ユーザーは本書において外部ユーザーであるとみなされず、かかるユーザーのためにWindows Server Rights Management Services Components SALが取得されていない限り本ソフトウェア製品にアクセスすることはできません。
Windows Server 2003 Rights Management Services Components (for Windows Server 2003, Enterprise Edition, Windows Server 2003, Standard Edition Windows Server 2003, Datacenter Edition, or Windows Server 2003 Web Edition) (SAL) (旧バージョンは該当しません)  

RMSコンポーネントのインストール  本会社は、PLまたはSALによりWindows Server 2003のいずれかのエディションがインストールされた各サーバーにつき、Microsoft Windows Server 2003 Rights Management Services Components （以下「RMS」といいます）のコピー1部の複製、インストールおよび使用許諾を行ってMicrosoft Windows Server 2003の既存の機能の更新、補助または置換を行うことができますが、各ユーザーにつきRMS SALを取得することが条件となります。
RMSに関する注記  RMSは、Windows Server 2003に含まれるサービスであり、Rights Management (以下「RM」といいます)ベースのアプリケーションおよびWindows RM クライアントコンポーネンツと共に機能して、ユーザーがウェブコンテンツ、電子メール メッセージおよびドキュメント等のユーザーの情報（以下「情報」といいます）に関して認められる使用を特定できるようにするサービスです。 RMSは認定された企業の間でRM保護情報の作成および使用を容易にするための様々な証明書を作成し、これらに署名します。 企業のルートRMS サーバーをインストールして登録するには、インターネットに接続することが必要です。サーバー登録手続きにより、サーバーがRMSシステムに信頼されるライセンスを発行できるようにする証明書が作成されます。Microsoftは証明書運用規定（以下「CPS」といいます）に記載のとおり証明書を発行し、証明書失効リストを維持します。RMSに関するCPSの詳細については、http://www.microsoft.com/pki/rms/cps をご参照ください。
RMSに関するSALの条件  各ユーザー毎に１つのRMS SALを取得する必要があります。

Windows 2000 Server OEM版（Windows 2000 Advanced Server、Windows 2000 ServerまたはWindows 2000 Datacenter Server）（SAL）（旧バージョンがあるものについては、それらも含まれます）

本会社は、使用するソフトウェアの種類に関わらず、「認証ユーザー」 (以下に定義) 1名または「Windows Server のサービス」(以下に定義) を使用するユーザー1名につき、 1 SAL を個別に取得しなければなりません。 本会社は、本会社で購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用するものとします。サーバー ソフトウェアは、Windows Advanced Server、Windows Serverまたは Windows 2000 Datacenter Server に限定され、各SALはこれらのサーバー ソフトウェア製品のうち１つと共にのみ使用することができます。サーバー ソフトウェアをインストールして使用する権利には、サーバー ソフトウェアがプレインストールされていた本サーバーに付属の使用許諾契約書が適用されるものとします。ただし、本ソフトウェア サービスと関連してサーバー ソフトウェアにアクセスする権利およびクライアント ソフトウェアを使用する権利については本SPURが適用されるものとします。

ターミナル サービス  Windows 2000 Server OEM SALに加えて、本会社は「ターミナル サービス」 (以下に定義) を使用するユーザー1名につき、 Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を１つ取得しなければなりません。ただし、ライセンスを取得したWindows 2000 Professional、Windows XP ProfessionalまたはWindows XP Home のコピーが作動しているデバイスを使用するユーザー用にターミナル サービスを利用する場合には、Windows 2000 Server, Terminal Services SAL を取得する必要はありません。取得した Windows 2000 Server, Terminal Services SAL は、本会社が購入したサーバーにプレインストールされていたWindows Advanced Server、Windows ServerまたはWindows 2000 Datacenter Serverソフトウェアと共にのみ使用することができます。

定義

「認証ユーザー」とは、Windows Server の統合サインオン サービスを直接もしくは間接的に利用するユーザー、または Windows のディレクトリ サービスから認証情報を受け取るユーザーを意味します。場合によっては、ユーザーからの要求なしに、ユーザーが使用しているソフトウェアによって認証情報の取得が行われることもありますので、ご注意ください。

「Windows Server統合サインオンサービス」 ユーザーが使用しているソフトウェアやサービスが、認証情報を受け取るために標準ログオン アプリケーション プログラミング インターフェイス（例：LogonUser） を呼び出した場合に、ユーザーは「認証ユーザー」となります。

「Windows Server のサービス」には、ファイル サービス (ファイルや記憶ディスクに対するアクセスまたは管理)、印刷サービス (本ソフトウェア製品によって管理されるプリンタへの印刷)、リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む、通信回線を通じた遠隔地からのサーバーへのアクセス)、およびターミナル サービスがあります。

「ターミナル サービス」とは、(i) デバイスで本サーバー上のソフトウェアを使用できるようにするためにサーバー ソフトウェアのターミナル サービス機能を使用すること、または (ii) サーバー ソフトウェアと共にその他のソフトウェアを使用して類似したサービスを提供することを意味します。

Windows Server 2003 for Small Business Server (SAL) （旧バージョンは該当しません）

>>本ソフトウェア製品が、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。
最低５つのSAL   本会社が、本ソフトウェア製品を使用する権限を得るためには、最低でも5つのSALを取得しなければなりません。
インストール – サーバー ソフトウェア    本会社は 1 台の本サーバーにサーバー ソフトウェアのコピー 1 部をインストールすることができます。ただし、本サーバーにアクセスできる認定ユーザーは 15名を限度とします(接続数をプールまたは一体化するソフトウェアまたはハードウェアを利用する場合であっても、間接的な接続数が上記の 15名という制限を越えてはならないものとします)。本会社は、サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバーで使用することはできません。また本会社は、サーバー ソフトウェアの別のコピーを同じサーバーにインストールすること（別パーティションへのインストール、サーバー エミュレーション ソフトウェアの使用、およびその他の手段によるものも含みます）はできません。本ソフトウェア製品に関して取得した SAL の数に関わらず、本会社は、データを一つのサーバーから別のサーバーに移行するのに必要な限定的な期間を除いて、同一のドメイン内にある別のサーバー上でサーバーソフトウェアをインストールまたは実行することはできません。本会社は、サーバー ソフトウェアを同時に 2 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。クライアント ソフトウェア   本会社は、サーバー ソフトウェアにアクセスして使用するためにのみ、15台のデバイスを限度としてクライアント ソフトウェアをインストールして使用すること、またはかかるインストールおよび使用を許諾することができます。ただし、かかるデバイスにアクセスするユーザー各人につきSALを取得していることを条件とします。
アクセス制限  本会社は、直接かまたはマルチプレキシング サービス（以下に定義されています）によるかに関わらず、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはこれを使用するユーザー1名につき 1 SAL を個別に取得しなければなりません。 例えば、以下のサーバー ソフトウェアのサービスのいずれかを利用するユーザー1名につき 1 SALを取得する必要があります。
*  認証サービス (ユーザーまたはアプリケーションの資格情報がサーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイスの間でやり取りされる場合)
*  ファイル サービス (ファイルまたはディスク記録装置へのアクセスまたはその管理) 
*  印刷サービス (サーバー ソフトウェアにより管理されたプリンタへの印刷)
*  リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む通信リンクによる、遠隔地からサーバーへのアクセス)

ただし、インターネットのみを通じてサーバー ソフトウェアにアクセスする場合、アクセスする際に認証を受けない場合、またはサーバー ソフトウェアもしくはマルチプレキシング サービスにより個々に識別されない場合 (例 : 公開されているウェブサイトを匿名で閲覧する場合) は、ユーザーごとの SAL は必要ありません。「マルチプレキシング サービス」とは、ユーザーまたはデバイスの要求によりまたはその代理で、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはサーバー ソフトウェアを使用するソフトウェア アプリケーションまたはサービスです。

プレミアム サービス  Microsoft は、今後、現バージョンの本ソフトウェア製品と共に使用できる新しいソフトウェア機能 (以下「プレミアム サービス」といいます) を開発する予定です。プレミアム サービスを現バージョンの本ソフトウェアで使用できるようにするために、Microsoft は、このサービスを追加のライセンス条項に基づいて提供する予定です。プレミアム サービスをご使用の場合は、インストールおよび使用に対して追加のSALの取得が必要となる場合があります。

アクティベーション（ライセンス認証）の義務  ソフトウェアの著作権侵害を減らすため、マイクロソフトはサーバー ソフトウェアのアクティベーションを要求します。マイクロソフトは本会社の同意がない限り、アクティベーション プロセス中、本会社のサーバーまたはデバイスからいかなる個人を特定できるような情報も収集しません。本ソフトウェア製品のコピーのアクティベーションは、セットアップ過程で説明される方法に従って行う必要があります。これに従わない場合、本SPURおよびSPLAに従って本ソフトウェア製品を使用できる権利は、本会社が最初にサーバー ソフトウェアをインストールしてから30日間に限定されます。  サーバー ソフトウェアは、インターネットまたは電話を使用して（通信料金がかかる場合があります）アクティベーションを行うことができます。また、本会社がコンピュータ ハードウェアを変更した場合またはサーバー ソフトウェアの設定を変更した場合には、サーバー ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要があります。インターネットによるアクティベーションを選択した場合、サーバー ソフトウェアはインターネットを通じてマイクロソフトのコンピュータ システムにコンタクトし、本会社がライセンスを受けた本ソフトウェア製品のコピーを有していることを確認するための認証プロセスを実行します。本会社はサーバー ソフトウェアがかかる認証プロセスを実行することに同意するものとします。本会社が、ライセンスを受けていない本ソフトウェア製品のコピーを有している場合、本会社は本ソフトウェア製品またはそのアップデート版をインストールすることはできません。アクティベーションに関するこの他の情報はマイクロソフトのサポート サイトにおいて、オンライン上で閲覧することができます。

Windows Server 2003 for Small Business Serverに関するその他の権利と制限  上記Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Editionの追加条項中の「Windows Server 2003（すべてのエディション）に関するその他の権利と制限」に記載の権利および制限は、本サーバー ソフトウェア（本サーバー ソフトウェアは32 ビット版である点にご留意ください）にも適用されます。
Windows Server 2003, Web Edition (PL) （旧バージョンは該当しません)
インストール — サーバー ソフトウェア  本会社は、サーバー ソフトウェアの各構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。 本会社が適切な数のPLを取得することを条件に、本会社はサーバー ソフトウェアを、同時に2個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。
使用権  本サーバー ソフトウェアは、Web ページ、Web サイト、Web アプリケーション、Web サービス、および POP3 メール サービスを利用する場合に限り使用できます。本会社はWeb サーバー ソフトウェア (例 : Microsoft Internet Information Service)、同時使用ユーザー数が 25 人以下に限定された非商業的データベース エンジン ソフトウェア (例 : Microsoft SQL Server Desktop Engine)、または Web 利用管理ソフトウェア (例 : Microsoft Application Center) をインストールすることができます。これらのアプリケーションは、個別のサーバー上に置かれた以下の 1 つまたは複数のアプリケーションのデータにアクセスすることができます。

データベース ソフトウェア (Microsoft SQL Server など)

ビジネス アプリケーション ソフトウェア (例 : 業務用電子メール、ERP、CRP)

サーバー ソフトウェアをそれ以外の目的で使用することは許諾されていません。上記Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Editionの追加条項の「Windows Server 2003（すべてのエディション）に関するその他の権利と制限」に記載の権利および制限は、(b)および(c)(iv)を除き、本サーバー ソフトウェア（本サーバー ソフトウェアは32 ビット版である点にご留意ください）にも適用されます。

Windows Small Business Server 2003, Premium Edition/Standard Edition (SAL) （旧バージョンは該当しません）

>>本ソフトウェア製品が、本会社の許可を得ることなく、本会社のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。

本ソフトウェア製品のコンポーネント  明確に記載すると、Microsoft Windows Small Business Server 2003, Standard Edition の場合、「本ソフトウェア製品」の定義にはWindows Small Business Server 2003 （Windows Server for Small Business Serverを含みます）に含まれるすべての技術、並びにExchange Server、Outlook、ヘルスモニター、共有Fax サービス、およびActiveSyncの技術が含まれます。本ソフトウェア製品がMicrosoft Windows Small Business Server 2003, Premium Editionである場合は、 本ソフトウェア製品にはSQL Server、およびInternet Security and Acceleration Serverの技術も含まれます。  
最低５つのSAL   本会社が、本ソフトウェア製品を使用する権限を得るためには、最低でも5つのSALを取得しなければなりません。
インストール – サーバー ソフトウェア    本会社は 1 台の本サーバーにサーバー ソフトウェアのコピー 1 部をインストールすることができます。ただし、本サーバーにアクセスできる認定ユーザーは75名を限度とします(接続数をプールまたは一体化するソフトウェアまたはハードウェアを利用する場合であっても、間接的な接続数が上記の 75名という制限を越えてはならないものとします)。本会社は、サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバーで使用することはできません。また本会社は、サーバー ソフトウェアの別のコピーを同じサーバーにインストールすること（別パーティションへのインストール、サーバー エミュレーション ソフトウェアの使用、およびその他の手段によるものも含みます）はできません。本ソフトウェア製品に関して取得した SAL の数に関わらず、本会社は、データを一つのサーバーから別のサーバーに移行するのに必要な限定的な期間を除いて、同一のドメイン内にある別のサーバー上でサーバーソフトウェアをインストールまたは実行することはできません。本会社は、サーバー ソフトウェアを同時に 2 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。クライアント ソフトウェア   ユーザー各人につきSALを取得していることを条件として、本会社は以下を行うことができます。

· 本会社は、認定ユーザーがサーバー ソフトウェアと共に使用するためにのみ、クライアント ソフトウェア（クライアント ソフトウェアのActiveSync およびOutlook 部分を除く）を75を上限とするデバイスにインストールして使用すること、またはかかるインストールおよび使用を許諾することができます。  
· 本会社は、有効にライセンスを取得したMicrosoft Windows CEのコピーを実行する（認定ユーザーが使用する）デバイスとの間でデータおよびソフトウェアの交換を行うコンピュータ （Microsoft Pocket PC ソフトウェアおよびMicrosoft Smartphone ソフトウェアを実行するデバイスを含みますが、これらに限りません）上でクライアント ソフトウェアのActiveSync 部分を、75部を上限としてインストールして使用すること、またはかかるインストールおよび使用を許諾することができます。
· 本会社は、(i) クライアント ソフトウェアのOutlook 部分、および／または (ii) Microsoft Outlook 2002あるいはその旧バージョン（以下「旧バージョン」といいます）（ただし、本会社または関係する認定ユーザーがかかる旧バージョンに対する有効なライセンスを取得していることを条件とします。）のコピーを、合計で75部を上限として認定ユーザーが使用するデバイスにインストールして使用すること、またはかかるインストールおよび使用を許諾することができます。
アクセス制限  本会社は、直接かまたはマルチプレキシング サービス（以下に定義されています）によるかに関わらず、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはこれを使用するユーザー1名につき 1 SAL を個別に取得しなければなりません。ただし、インターネットのみを通じてサーバー ソフトウェアにアクセスする場合、アクセスする際に認証を受けない場合、またはサーバー ソフトウェアもしくはマルチプレキシング サービスにより個々に識別されない場合 (例 : 公開されているウェブサイトを匿名で閲覧する場合) は、ユーザーごとの SAL は必要ありません。「マルチプレキシング サービス」とは、ユーザーまたはデバイスの要求によりまたはその代理で、サーバー ソフトウェアにアクセスするかまたはサーバー ソフトウェアを使用するソフトウェア アプリケーションまたはサービスです。

プレミアム サービス  Microsoft は、今後、現バージョンの本ソフトウェア製品と共に使用できる新しいソフトウェア機能 (以下「プレミアム サービス」といいます) を開発する予定です。プレミアム サービスを現バージョンの本ソフトウェアで使用できるようにするために、Microsoft は、このサービスを追加のライセンス条項に基づいて提供する予定です。プレミアム サービスをご使用の場合は、インストールおよび使用に対して追加のSALの取得が必要となる場合があります。

アクティベーション（ライセンス認証）の義務  ソフトウェアの著作権侵害を減らすため、マイクロソフトはソフトウェア製品の構成部分のアクティベーションを要求します。マイクロソフトは本会社の同意がない限り、アクティベーション プロセス中、本会社のサーバーまたはデバイスからいかなる個人を特定できるような情報も収集しません。本ソフトウェア製品のコピーのアクティベーションは、セットアップ過程で説明される方法に従って行う必要があります。これに従わない場合、本SPURおよびSPLAに従って本ソフトウェア製品を使用できる本会社の権利は、本会社が最初に本ソフトウェア製品をインストールしてから30日間に限定されます。  本ソフトウェア製品は、インターネットまたは電話を使用して（通信料金がかかる場合があります）アクティベーションを行うことができます。また、本会社がコンピュータ ハードウェアを変更した場合または本ソフトウェア製品の設定を変更した場合には、本ソフトウェア製品のアクティベーションを再度行う必要があります。インターネットによるアクティベーションを選択した場合、本ソフトウェア製品はインターネットを通じてマイクロソフトのコンピュータ システムにコンタクトし、本会社がライセンスを受けた本ソフトウェア製品のコピーを有していることを確認するための認証プロセスを実行します。本会社は本ソフトウェア製品がかかる認証プロセスを実行することに同意するものとします。本会社が、ライセンスを受けていない本ソフトウェア製品のコピーを有している場合、本会社は本ソフトウェア製品またはそのアップデート版をインストールすることはできません。アクティベーションに関するこの他の情報はマイクロソフトのサポート サイトにおいて、オンライン上で閲覧することができます。

その他の権利と制限

(a)
再頒布可能コード  上記で規定された権利に加えて、本ソフトウェア製品の特定の部分には本(a)項で規定する追加の使用条件が適用されます。これらの追加条件は、本会社の認定ユーザーが(b)項で規定する頒布条件および使用制限に従うことを条件として許諾されます。
(i)
サンプルコード  認定ユーザーは、(a) 認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、RESIST. TXT ファイルまたは本ソフトウェア製品のいずれか部分で「Samples」と指定された本ソフトウェア製品の一部のソース コード バージョン（以下「本サンプルコード」といいます）を使用して改変することができ、(b) 本サンプルコードおよびその改変したものをオブジェクト コード形式でのみ複製して再頒布することができます。
(ii)
再頒布可能コード  認定ユーザーは、REDIST. TXTに記載された本ソフトウェア製品の一部のオブジェクトコード形式（以下「再頒布可能コード」といいます）を複製して頒布することができます。
(b)
頒布条件  認定ユーザーが上記(a)項の権利を行使する場合、認定ユーザーが再頒布を行う際には認定ユーザーが本(b)項を遵守することが条件となります。
(i)
再頒布条件  認定ユーザーが上記(a)項に従って再頒布可能サンプル コード（その改変したものを含みます）または再頒布可能コード（総称して「再頒布可能コード」といいます）を頒布する場合、本会社は認定ユーザーに対して、以下に同意することを求めなければなりません。(a) 認定ユーザーが開発した、再頒布可能コードに重要かつ主要な機能を追加するソフトウェア アプリケーション製品（以下「ライセンシー ソフトウェア」といいます）と共におよびその一部としてのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布すること、(b) 再頒布可能コードがMicrosoft Windowsプラットフォーム上でのみ作動するものであること、(c) ライセンシー ソフトウェアが認定ユーザーの事業所外にまたは認定ユーザーの組織外で頒布された場合には、認定ユーザーはライセンシー ソフトウェアに、本SPURおよびSPLAで定めるのと同等またはより保護的な条件のエンドユーザー向け使用許諾契約書（「Break the Seal」、「Click-Wrap」形式または署名式）を添付し、それに従って頒布を行うこと、(d) ライセンシー ソフトウェアの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用しないこと、(e) 本ソフトウェア製品におけるマイクロソフトの著作権を保護する上で十分な、認定ユーザー自身の有効な著作権表示をライセンシー ソフトウェア上に付すこと、(f) 本会社が本ソフトウェア製品を入手したときにかかる製品上に表示されていた著作権、商標、特許に関する表示事項を削除したり見えなくしたりしないこと、(g) ライセンシー ソフトウェアの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償すること（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）、(h) その他の点で本SPURの条項および条件に従うこと、並びに、本SPURに特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されること。
(ii)
更なる再頒布の禁止  本会社はさらに、認定ユーザーが、そのライセンシー ソフトウェアのエンド ユーザーに対して再頒布可能コードの再頒布を許可しないことに同意するよう求めなければなりません。ただし、認定ユーザーは、認定ユーザーの頒布者がライセンシー ソフトウェアと共におよびその一部としてのみ再頒布可能コードを頒布すること、認定ユーザーが本SPURおよびSPLAのその他すべての条件に従うこと、かつ当該頒布者が認定ユーザーに適用される本SPURおよびSPLAのすべての制限に従うことを条件として、かかる頒布者が認定ユーザーのエンドユーザー顧客に対して、再頒布可能コードの再頒布をすることを許可することができます。
(iii)
再頒布に関する追加条件  認定ユーザーが再頒布可能コードを使用する場合、再頒布可能コードの再頒布に関する規定を遵守することに加えて、以下の規定も適用され、また本会社は認定ユーザーに対して以下の規定に同意するよう求めなければなりません。再頒布可能コードを使用する権利は、認定ユーザーが (A) 再頒布可能コードの全体または一部が除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能コードの派生製品を作成しないこと、および (B) 再頒布可能コードが除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能物(またはその派生製品)を頒布しないことを条件とします。「除外ライセンス」とは、除外ライセンスの対象となるソフトウェアを使用、変更または頒布するための条件として、かかるソフトウェアまたはかかるソフトウェアと結合されたその他のソフトウェアまたはかかるソフトウェアとともに頒布されるその他のソフトウェアが (i) ソース コード形式で開示または頒布される、(ii) 派生製品を作成するためにライセンス付与される、または (iii) 無償で再頒布されることを要求するライセンスです。

(iv)
SQL Server の再頒布可能コンポーネント  本ソフトウェア製品がMicrosoft Windows Small Business Server 2003, Premium Editionである場合で、かつ認定ユーザーがMicrosoft SQL Server Desktop Engineおよび／または本ソフトウェア製品のSQL Server部分のうちREDIST.TXT.ファイルに記載されたファイル（以下「SQL再頒布可能コンポーネント」といいます）を再頒布する場合は、(b)項の(i)から(iii)項までに記載の制限に加えて、本会社は認定ユーザーに対して、以下の規定に同意することを求めなければなりません。(i) 認定ユーザーのライセンシー ソフトウェアがMicrosoft Accessの機能と実質的に同じか、マイクロソフトの合理的見解においてそれと競合するものと判断されるものであってはならないこと、並びに、(ii) 認定ユーザーが汎用のワード プロセッサ、表計算、データベース管理ソフトウェア、またはこれらを構成部分として含む複合著作物もしくはセット製品を商業目的で （商品化するために） 頒布する場合は、ライセンシー ソフトウェアを作動させるためにはAccess のライセンスを取得しなければならない場合および、Access がサポートする様々なフォーマットがライセンシー ソフトウェアに含まれ、それらのフォーマットでデータを出し入れするためにのみ使用される場合を除いては、SQL再頒布可能コンポーネントをライセンシー ソフトウェアとともに使用、複製することはできないこと。注意：限定されたワード プロセッサ、表計算またはデータベース機能の他に、重要かつ主要な価値を持つコンポーネントが含まれる製品（例えば、限定された表計算機能を有する会計ソフトウェアなど）は、「汎用」の製品とはみなされません。
(c)
Microsoft Windows Small Business Server 2003, Premium Edition  本ソフトウェア製品がMicrosoft Windows Small Business Server 2003, Premium Editionである場合は､以下の追加条項が適用されます。

(i)
SQLサーバー  認定ユーザーは、サーバー ソフトウェアのSQL サーバー部分の使用に関して、サーバー ソフトウェアのSQL サーバー部分に含まれるManagement ツール製品、Books-Online、および開発ツール製品のみを内部使用目的で使用できるものとします。
(ii)
Microsoft Office FrontPage 2003  本ソフトウェア製品と共に提供されたMicrosoft Office FrontPage 2003のインストールおよび使用に対しても、他のOffice製品と同様の範囲でOffice 2003 Professionalに関する追加条項が適用され、さらに以下の規定が適用されます。

FrontPage Web コンポーネンツの使用制限  本ソフトウェア製品にはMicrosoft FrontPage Web コンポーネンツが含まれている場合があります。かかるFrontPage Web コンポーネンツには、the MSNBC ニュース ヘッドライン コンポーネント、the MSN MoneyCentral Stock Quote コンポーネントおよび the MSN Search コンポーネント（以下「Web コンポーネンツ」といいます）が含まれますが、これらに限定されません。本ソフトウェアにWeb コンポーネンツが含まれている場合、認定ユーザーは、Web コンポーネンツをいかなる形でも編集あるいは改変して使用することはできません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツで表示されるロゴを、各ロゴの所有者が本会社のウェブサイトをスポンサーしていたり、後援していたり、ライセンス許諾していることを示唆するような形で表示してはなりません。Web コンポーネンツが他のサイトへのアクティブ リンクを含む場合、本会社は認定ユーザーがそのアクティブ リンクを保持し、それらをリダイレクトしたり改変したりしないことに同意するよう求めなければなりません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツを単体で販売、頒布、再許諾、リース又はレンタルすることはできません。認定ユーザーは、Web コンポーネンツを(i) 閲覧者にサイトもしくはサイトの所有者とMicrosoft、MSN、MSNBC、Expediaあるいはそれらの製品もしくはサービスとの関係について誤解させたり、(ii) これらの知的財産権またはその他の権利を侵害したり、または(iii) 適用される法律に違反したり、人種差別・憎悪・ポルノグラフィーを促進したりするおそれのあるサイトと関連して使用することはできません。認定ユーザーは、the MSNBC コンポーネント内のニュース ヘッドラインをオーディオ フォーマットに変換してオーディオ ユーザーに再頒布することはできません。本会社は、認定ユーザーがこれらの制限に違反したことを通知された後でこれらの制限に違反した場合、ただちに認定ユーザーのウェブサイトからWeb コンポーネンツを削除することに合意するよう認定ユーザーに求めるものとします。本書に特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されます。本項に記載の制限は、Web コンポーネンツのみに適用されるものであり、ソフトウェア全般に適用されるものではありません。
(d)
音声・手書き文字認識  本会社は、その認定ユーザーに対して、以下について通知しなければなりません。本ソフトウェア製品に音声または手書き文字認識技術が含まれている場合、認定ユーザーは、音声および手書き文字認識は本質的に統計的な処理であること、つまり認識の際の誤りは処理において内在するものであること、そのためにそのような誤りを処理する対策を講じ、音声および手書き文字認識処理を監視して間違いがあった場合修正する責任は認定ユーザーにあることを了解するものとします。Microsoft およびその供給者は、音声および手書き文字認識処理の誤りから生じた損害については一切責任を負いません。

(e)
レポート作成ランタイム ソフトウェアの制限  本ソフトウェア製品には、レポート作成ランタイム ソフトウェア (以下「本ランタイム ソフトウェア」といいます) が含まれている場合があります。本ソフトウェア製品とともに使用する場合を除き、本ランタイム ソフトウェアを他のソフトウェア アプリケーションと共に使用したり、本ランタイム ソフトウェアにより作成されたドキュメントまたは成果物を自動的に配信、共有または頒布するプロセスまたはシステムの一部として本ランタイム ソフトウェアを使用したりすることはできません。

(f)
データ ストレージ  サーバー ソフトウェアには、Microsoft SQL Server Desktop Engine (以下「MSDE」といいます) と呼ばれるデータ記憶技術を使用する部分が含まれています。サーバー ソフトウェアのこれらの部分に含まれる、またはサーバー ソフトウェアのこれらの部分によってインストールされる MSDE のすべてのコピーとインスタンス（SQL再頒布可能物を除く）は、サーバー ソフトウェアのこれらの部分からのみ使用できます。いかなる MSDE のコピーとインスタンスも、それ以外の目的でアクセスすること、または使用することはできません。たとえば、ソフトウェアのこれらの部分に含まれる、またはソフトウェアのこれらの部分によってインストールされる MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりするアプリケーションを作成したり、サーバー ソフトウェア上で実行して MSDE のコピーまたはインスタンスのサービスや機能にアクセスしたり使用したりすることはできません。さらに、本ソフトウェア製品を最初にインストールするときに無効にされている MSDE ネットワーク ライブラリ ファイルを再び有効化することはできません。
(g)
自動的なインターネットベースのサービス  上記Windows Server 2003, Enterprise Edition/Standard Editionの追加条項中の「Windows Server 2003（すべてのエディション）に関するその他の権利と制限」の(c)項に記載の権利および制限は、本ソフトウェア製品にも適用されます。
(h)
Windows Media Player 用 MPEG-4 Visual Decoder に関する注意  以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG-4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、全て禁止されています。(A)(i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。マイクロソフトは MPEG LA, L.L.C. との契約上、本注意書きを表示することを義務付けられています。

マイクロソフト 開発ツール

Visual Studio .NET Enterprise Developer Edition Version 2003 (SAL) (旧バージョンは該当しません)

>>本開発ツールセクションの全ての条項をお読みいただいて、開発ツールがどのように使用許諾されているのかを理解していただくことが重要です。本開発ツールセクションは、非常に一般的な条項で始まりますが、最後の部分に至るほど特殊な条項となります。その他特に規定されていない限り、本ソフトウェア製品および本ソフトウェア製品の全てのコンポーネント製品について、以下の権利および制限が適用されます。

>>本書は、Crystal Report for Microsoft Visual Studio.NETに関して本会社にいかなる権利も許諾するものではありません。本会社または認定ユーザーによるCrystal Report for Microsoft Visual Studio.NETの使用は、この製品に関するCrystal Decisionsの使用許諾契約書の条項に本会社が同意すること、または本会社が認定ユーザーに同意させることに基づくものです。（Crystal Decisionsの使用許諾契約書のコピーは、下記のフォルダにあります。\Program Files\Microsoft Visual Studio .NET\Crystal Reports\license.txt）

1．一般的使用権　　認定ユーザーは、それぞれSALを取得して、かかる認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、本ソフトウェア製品にアクセスして使用することができます。

1.1 ドキュメント　　さらに、各認定ユーザーは、それぞれSALを取得して、ドキュメントにアクセスし、コピーして使用することができますが、認定ユーザーが規定された目的に限ってかかるコピーを使用し、ハードコピー、ソフトコピーのいずれの形態でも認定ユーザーの事業所外へ配布したり発行したりしないことが条件となります。

1.2  Web Stress機能/ACT ツール  該当する本ソフトウェア製品の添付文書に記載された通り、認定ユーザーはApplication Center Test（「ACT Tool」といいます）と特定される本製品のコンポーネントを、デフォルトモードに従ってウェブサイトにストレステストを実行（検知された"robots.txt"ファイルを尊重）するように使用することができるものとし、またはストレステスト実行時に検知された"robots.txt"ファイルを尊重しないようACT Toolをノンデフォルトモードに設定することができます。認定ユーザーによるノンデフォルトモード時におけるACT Toolの使用は、完全に認定ユーザーの責任、および単独のリスクによるものです。認定ユーザーは、第三者の財産とともにACT Toolを使用する場合は、係る第三者と協議し、または当該財産の使用を管理する契約を確認し、その使用が許可されているか確認しなければなりません。

1.3  SPURの効力  本ソフトウェア製品は開発ツールおよびその他のマイクロソフト ソフトウェア プログラムを統合した製品です（各ツールおよびソフトウェア プログラムをそれぞれ「コンポーネント」といいます）。本会社が本ソフトウェア製品（マイクロソフト サーバー ソフトウェアまたはその他の開発ツールを含む）の一部として受領するコンポーネントには、別途使用許諾契約書（それぞれ「コンポーネント EULA」といいます）が添付されていることがあります。SPLAおよびSPURの条件は、かかるコンポーネント EULAの条項に代わって適用されます。さらに、本ソフトウェア製品は第三者のソフトウェア プログラムを含む場合があります。かかるソフトウェアの一切は本会社の便宜のために提供されるものであり、その使用には当該ソフトウェアの使用許諾契約書に記載の諸条件が適用されます。

2.  追加の使用条件  再頒布可能コード  

第1条で許諾された権利に加えて、本ソフトウェア製品の特定の部分には本第2条で規定する追加の使用条件が適用されます。これらの追加条件は、第3条で規定する頒布条件および使用制限に従うことを条件として許諾されます。

2.1 サンプルコード　認定ユーザーは、(a) 認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、RESIST. TXT ファイルまたは本ソフトウェア製品のいずれか部分で「Samples」と指定された本ソフトウェア製品の一部のソース コード バージョン（以下「本サンプルコード」といいます）を使用して改変することができ、(b) 本サンプルコードを改変したものをオブジェクト コードまたはソースコード形式で複製して再頒布することができます。サンプルコードの再頒布条件については、下記の第3.1条をご覧ください。

2.2 再頒布可能コード―一般　認定ユーザーは、REDIST. TXTに記載された本ソフトウェア製品の一部のオブジェクトコード形式（以下「再頒布可能コード」といいます）を複製して頒布することができます。サンプルコードの再頒布条件については、下記の第3.1条をご覧ください。

2.3 再頒布可能コード - Microsoft Merge Modules (「MSM」)  認定ユーザーは、REDIST. TXTに記載されたMSMファイルのコンテンツを本ソフトウェア製品の添付文書に記載の方法で複製して頒布することができますが、認定ユーザーがかかるコンテンツ全体を再頒布することおよびいかなる修正も加えないことを条件とします。MSMファイルに適用されるこの他の再頒布条件については、下記の第3.1条をご覧ください。

2.4 再頒布可能コード - Microsoft Foundation Classes (MFC), Active Template Libraries (ATL)およびC Runtimes (CRTs)　　第1項に規定した条件に加えて、認定ユーザーは、認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、MFC、ATLまたはCRTとして示されている本ソフトウェア製品の一部のソース コード バージョン（以下「VC再頒布可能コード」といいます）を使用して改変することができます。認定ユーザーは、VC再頒布可能コードのオブジェクト コード バージョン（VC再頒布可能コードの機能を強化して改変したものも含みます）を複製および再頒布することができます。ただし、かかる認定ユーザーは、第3.1条記載の条件に従うものとし、ライセンシー ソフトウェア（下記3.1条で定義されています）を含んだ認定ユーザーによって作成されたファイルの名称を変更しなければなりません。本条で「機能強化」とは、VC再頒布可能コードの機能に変更を加えることをいいます。VC再頒布可能コードのその他の再頒布条件については、下記3.1条をご覧ください。

3. 頒布条件およびその他の権利と制限

認定ユーザーが第2条の権利を行使する場合、認定ユーザーが再頒布を行う際には認定ユーザーが第3.1条を遵守することが条件となります。再頒布可能コードの一部には、これ以外に第3．2条に記載の制限的使用権が適用されます。

3.1一般的頒布条件

(a) 認定ユーザーが上記第2項に従って再頒布可能サンプル コード、再頒布可能コードまたはSDKソフトウェア（第4.2 (b) 条で定義されています）中の「サーバー再頒布可能コード」（総称して「再頒布可能コード」といいます）を頒布する場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下の条項に従うことを求めなければなりません。

　(i)
第2.1条「サンプル コード」に別段の規定のある場合を除き、認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが開発した、本ソフトウェア製品に重要かつ主要な機能を追加するソフトウェア アプリケーション製品（以下「本ライセンス製品」といいます）と共におよびその一部としてのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布しなければなりません。

　(ii)
本ライセンス製品において、再頒布可能コードはMicrosoft Windowsプラットフォーム上で作動するものでなければなりません。

　(iii)
ライセンシー ソフトウェアが認定ユーザーの事業所外でまたは認定ユーザーの組織外へ頒布された場合には、認定ユーザーはライセンシー ソフトウェアに、本SPURで定めるのと同等またはより保護的な条件のエンドユーザー向け使用許諾契約書（「Break the Seal」、「Click-Wrap」形式または署名式）を添付し、それに従って頒布を行わなければなりません。

　(iv)
認定ユーザーは、ライセンシー ソフトウェアの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用することはできません。

　(v)
本ソフトウェア製品におけるマイクロソフトの著作権を保護する上で十分な、有効な著作権表示を認定ユーザーの名前でライセンシー ソフトウェア上に付さなければなりません。

　(vi)
認定ユーザーが本ソフトウェア製品を入手したときにかかる製品上に表示されていた著作権、商標、特許に関する表示事項を削除したり見えなくしたりしてはなりません。

　(vii)
認定ユーザーは、ライセンシー ソフトウェアの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。

(viii)
その他の点では、認定ユーザーは、本SPURの条項および条件に従わなければなりません。

(ix)
本SPURに特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されます。

(x)
認定ユーザーは、ライセンシー ソフトウェアのエンド ユーザーに対して、再頒布可能コードの再頒布を許可することはできません。ただし、認定ユーザーは、ライセンシー ソフトウェアの頒布者が、ライセンシー ソフトウェアと共におよびその一部としてのみ再頒布可能コードを頒布し、かつ当該頒布者が認定ユーザーに適用される本SPURのすべての制限に従うことを条件として、かかる頒布者が認定ユーザーのエンドユーザー顧客に対して、再頒布可能コードの再頒布をすることを許可することができます。

(b) 認定ユーザーが再頒布可能コードまたはその一部（前述のものすべてを以下総称して「本ライセンス ソフトウェア」といいます）を使用する場合、本ライセンス ソフトウェアの再頒布に関する規定を遵守することに加えて、以下の規定も適用されます。


認定ユーザーが再頒布可能コードを使用する権利は、認定ユーザーが (i) 再頒布可能コードの全体または一部が除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能コードの派生製品を作成しないこと、および (ii) 再頒布可能コードが除外ライセンスのいずれかの条項が適用されるような方法で再頒布可能物(またはその派生製品)を頒布しないことを条件とします。「除外ライセンス」とは、除外ライセンスの対象となるソフトウェアを使用、変更または頒布するための条件として、かかるソフトウェアまたはかかるソフトウェアと結合されたその他のソフトウェアまたはかかるソフトウェアとともに頒布されるその他のソフトウェアが (x) ソース コード形式で開示または頒布される、(y) 派生製品を作成するためにライセンス付与される、または (z) 無償で再頒布されることを要求するライセンスです。

3.2特定の再頒布可能コードに関する追加の頒布条件　　認定ユーザーが本項に記載のファイルを頒布する場合、本会社は認定ユーザーに対し、第3.1条に加えて以下の条項にも従うことを要求しなければなりません。

　(a） Microsoft SQL Server Desktop Engine （「MSDE」）　　認定ユーザーがMSDEを再頒布する場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、以下の追加条件に同意することを求めなければなりません。

(i)
認定ユーザーのライセンシー ソフトウェアは、Microsoft Accessの機能と実質的に同じか、マイクロソフトの合理的見解においてそれと競合するものと判断されるものであってはいけません。

(ii)
認定ユーザーが汎用のワード プロセッサ、表計算、データベース管理ソフトウェア、またはこれらを構成部分として含む複合著作物もしくはセット製品を商業目的で （商品化するために） 頒布する場合は、ライセンシー ソフトウェアを作動させるためにはAccess のライセンスを取得しなければならない場合および、Access がサポートする様々なフォーマットが本ライセンス製品に含まれ、それらのフォーマットでデータを出し入れするためにのみ使用される場合を除いては、MSDEを本ライセンス製品とともに使用、複製することはできません。限定されたワード プロセッサ、表計算またはデータベース機能の他に、重要かつ主要な価値を持つコンポーネントが含まれる製品（例えば、限定された表計算機能を有する会計ソフトウェアなど）は、「汎用」の製品とはみなされません。

(b) Microsoft Data Access コンポーネント  認定ユーザーが、MDAC_TYPE.EXEとして指定されているMicrosoft Data Access コンポーネントのファイルを再頒布する場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、かかる認定ユーザーがマイクロソフトの開発ツール製品を利用して開発したMDAC_TYPE.EXEに重要かつ主要な機能を追加する本アプリケーションと共におよびその一部としてのみ、かかるファイルをオブジェクトコードのみで再頒布することに同意させなければなりません。

4. Microsoft サーバー コンポーネントの開発目的の使用   本ソフトウェア製品には、認定ユーザーが自己の作成したソフトウェア製品の設計、開発、テストおよびデモンストレーションのみを目的として使用できる、Microsoftサーバーソフトウェア（以下総称して「サーバー コンポーネント」といいます）が含まれていることがあります。サーバー コンポーネントは、実務上の運用環境でお使いいただくことはできません。認定ユーザーによるサーバー コンポーネントの使用は、本SPURおよびSPLA上の規定に従うものとし、サーバー コンポーネントにエンドユーザー向き使用許諾契約書が入っている場合も、それらの規定が優先して適用されます。本SPURおよびSPLA上のその他の規定に関わらず、本SPURは認定ユーザーがサーバー ソフトウェアに含まれる機能（サーバー ソフトウェアが使用するコミュニケーション プロトコルを含みますが、これに限りません）を実行することにつき、マイクロソフトの無体財産権に基づくいかなるライセンスも付与しません。
4.1  インストール  サーバー コンポーネントは、サーバー上のサービスや機能を提供するソフトウェア プログラム（以下「サーバー ソフトウェア」といいます）および、デバイスからサーバー ソフトウェアにアクセスできるまたはこれを使用できるようにするソフトウェア プログラムによって構成されます。

(a) サーバー ソフトウェア  本会社は、認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、サーバー コンポーネントを構成するサーバー ソフトウェアを数に限りのないサーバー上にインストールして使用することができます。一つのサーバー コンポーネントを構成するあらゆる部分は、同一のサーバー上にのみインストールして使用することができます。

(b) クライアント ソフトウェア  認定ユーザーはクライアント ソフトウェアを、第三者が使用する、数に限りのないデバイス上で複製し、使用し、インストールすることができます。ただし、サーバー ソフトウェアと共に作動する認定ユーザーのソフトウェア製品の設計、開発、テストのみを目的として使用する場合に限られます。

4.2  サーバー コンポーネントに関するその他の権利と制限  以下の規定は、本会社が本ソフトウェア製品と共に提供されたWindows Server 2003 ソフトウェアを使用する場合にのみ適用されます。

(a)
アクティベーション（ライセンス認証）の義務  ソフトウェアの著作権侵害を減らすため、マイクロソフトはサーバー ソフトウェアの32 ビット版のアクティベーションを要求します。マイクロソフトは本会社の同意がない限り、アクティベーション プロセス中、本会社のサーバーからいかなる個人を特定できるような情報も収集しません。サーバー ソフトウェアのコピーのアクティベーションは、セットアップ過程で説明される方法に従って行う必要があります。これに従わない場合、本SPURおよびSPLAに従ってサーバー ソフトウェアを使用できる本会社の権利は、本会社が最初にサーバー ソフトウェアをインストールしてから30日間に限定されます。  サーバー ソフトウェアは、インターネットまたは電話を使用して（通信料金がかかる場合があります）アクティベーションを行うことができます。また、本会社がコンピュータ ハードウェアを変更した場合またはソフトウェアの設定を変更した場合には、サーバー ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要があります。インターネットによるアクティベーションを選択した場合、サーバー ソフトウェアはインターネットを通じてマイクロソフトのコンピュータ システムにコンタクトし、本会社がライセンスを受けたソフトウェアのコピーを有していることを確認するための認証プロセスを実行します。本会社はサーバー ソフトウェアがかかる認証プロセスを実行することに同意するものとします。本会社が、ライセンスを受けていないサーバー ソフトウェアのコピーを有している場合、本会社はサーバー ソフトウェアまたはそのアップデート版をインストールすることはできません。アクティベーションに関するこの他の情報はマイクロソフトのサポート サイトにおいて、オンライン上で閲覧することができます。
(b)
コンポーネント データ ストレージ  32 ビット版のサーバー ソフトウェアには、MSDEデータ記憶技術を使用するコンポーネントが含まれています。このサーバー ソフトウェアに含まれる、またはこのサーバー ソフトウェアによってインストールされる MSDE のすべてのコピーとインスタンスは、これらのサーバー ソフトウェア コンポーネントによってのみ使用できます。サーバー ソフトウェアに含まれるいかなる MSDE のコピーまたはインスタンスも、それ以外の目的でアクセスすること、または使用することはできません。たとえば、MSDE のサーバー ソフトウェア バージョンを開発目的で使用することはできません。さらに、サーバー ソフトウェアを最初にインストールするときに無効にされている MSDE ネットワーク ライブラリ ファイルを再び有効化することはできません。
(c)
自動的なインターネット ベースのサービス サーバー ソフトウェアが提供する以下の機能は、本会社へ別途通知することなく、インターネットを介してマイクロソフトのコンピュータ システムへ自動的に接続するよう初期設定されています。本会社は以下の機能の動作に同意するものとしますが、本会社がこれらの機能を解除するか、もしくは使用しない場合は、この限りではありません。マイクロソフトが本機能を通じて個人を特定できるような情報を取得することはありません。本機能に関する詳細情報については、サーバー ソフトウェア付属の文書、もしくは マイクロソフト オンライン サポート サイトをご覧ください。
(i)
Windows Update 機能 サーバーソフトウェアの初期設定では、本会社のサーバーにデバイスを接続した際に適切なデバイス ドライバが本会社のサーバー上に存在しない場合、本会社のサーバー上の Windows Update 機能 (デバイス マネージャおよび Plug & Play CDM モジュールを含む) は、インターネットを通じて自動的に マイクロソフト コンピュータ システムで適切なデバイス ドライバの検索を試みます。自動的に検索作業が行われることにより、カスタマーはより快適に新しいハードウェアをプラグ アンド プレイによりインストールすることができます。Windows Update のドライバ自動検索機能は、解除することができます。
(ii)
Web コンテンツ機能 サーバー ソフトウェアの初期設定では、本会社がインターネットに接続している場合、サーバー ソフトウェアでマイクロソフト コンピュータ システムよりコンテンツを取得し、表示するための複数の機能が有効になっています。この機能を起動した場合、標準インターネット プロトコルを用いて本会社のサーバー上のオペレーティング システムとブラウザの種類および言語コードが マイクロソフト コンピュータ システムへ送信され、これにより本会社のサーバー上でコンテンツを正しく閲覧することができます。これらの機能は、起動しない限り作動せず、本会社は機能を解除する、もしくは使用しないことを選択することができます。これらの機能の例としては、Windows カタログ、検索アシスタントおよびヘルプとサポートセンターのヘッドラインと検索機能等が含まれます。
(iii)
デジタル証明書 X.509 標準に基づく証明書は、サーバー ソフトウェアの重要なセキュリティ上の機能です。X.509 の特定の機能 (例 : 証明書失効確認、証明書パスの構築) は、インターネットを通じて、マイクロソフトおよびデジタル証明書の証明機関が所有するコンピュータ システムに接続し、特定のインターネット上の操作中 (例 : SSL または Ipsec により保護された通信、S/MIME により保護されたメール、スマートカード認証) に本会社が第三者より受領するデジタル証明書の有効性について確認します。本会社が証明書により保護されているコンテンツへのアクセスを試みた場合、サーバー ソフトウェアは X.509 標準に従い、自動的にユーザー証明書及び証明書失効リストを取得します。更に、サーバー ソフトウェアの自動ルート更新機能は、信頼できる証明機関のリストを随時更新します。自動ルート更新機能は任意の機能であり、本会社はこの機能を望まない場合それをアンインストールすることができます。X.509 標準に基づくその他のセキュリティ管理機能は、サーバーのインターネット アクセスを遮断することによって、操作されないようにすることができます。
(iv)
Windows Media Digital Rights Management  コンテンツ プロバイダは、コンテンツの著作権を含め無体財産権が不正使用されないように、本サーバー ソフトウェアに含まれている Windows Media Digital Rights Management 技術 (以下「WM-DRM」といいます) を使用して、コンテンツ (以下｢保護コンテンツ｣といいます) の統合性を保護しています。サーバー ソフトウェアの一部および、第三者のメディア プレイヤー等のアプリケーション (以下「WM-DRM ソフトウェア」といいます) では、保護コンテンツを再生するために WM-DRM を利用しています。WM-DRM ソフトウェアのセキュリティに危険が生じた場合、保護コンテンツの所有者が マイクロソフトに対して、WM-DRM ソフトウェアで保護コンテンツの複製、表示または再生機能を失効するよう要請することがあります。失効された場合も、WM-DRM ソフトウェアが保護されていないコンテンツを再生する機能には変わりはありません。本会社がインターネットから保護コンテンツのライセンスをダウンロードする度に、失効された WM-DRM ソフトウェアのリストが本会社のコンピュータへ送信されます。マイクロソフトは、保護コンテンツの所有者に代わって、そのようなライセンスと共に失効リストを本会社のコンピュータにダウンロードすることがあります。保護コンテンツの所有者は、彼らのコンテンツにアクセスする前にサーバー ソフトウェアの WM-DRM コンポーネントの一部アップグレード (以下「WM-DRM アップグレード」といいます) を行うように要請することがあります。本会社がそのようなコンテンツを再生しようとすると、マイクロソフトの WM-DRM ソフトウェアが WM-DRM アップグレードが必要であると通知し、WM-DRM アップグレードのダウンロード前に本会社の同意を求めてきます。第三者の WM-DRM ソフトウェアでも、同様の通知が行われることがあります。アップグレードを行わない場合、WM-DRM アップグレードが必要なコンテンツにアクセスできなくなりますが、保護されていないコンテンツおよび WM-DRM アップグレードを必要としない保護コンテンツにアクセスすることは可能です。新規ライセンスの取得もしくは必要とされる WM-DRM アップグレードの実行等を目的としてインターネットに接続する WM-DRM 機能は、解除することができます。WM-DRM 機能が解除されている場合、本会社が自身のコンピュータ上に既に保存されている保護コンテンツについて正規のライセンスを取得している限り、かかる保護コンテンツを再生することは可能です。
(v)
Windows Media Player.  Windows Media Player には、本会社が Windows Media Player もしくはその特定の機能を利用した場合、マイクロソフトのコンピュータシステムに自動的に接続する機能が含まれています。特定の機能とは、(A) 本会社が再生しようとするコンテンツについて、サーバー上に適切なCodec がない場合、最新版を確認し (この機能は解除することができます)、(B) Windows Media Player の最新バージョンを確認 (この機能は、本会社が Windows Media Player を使用している場合のみ作動します) する機能です。
(d)
Windows Media Player 用 MPEG-4 Visual Decoder に関する注意  以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG-4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、全て禁止されています。(A)(I) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(II) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。マイクロソフトは MPEG LA, L.L.C. との契約上、本注意書きを表示することを義務付けられています。

4.3  再頒布可能ソフトウェア（以下「SDKソフトウェア」といいます）の使用  サーバー コンポーネントにSDKソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーはSDKソフトウェアを認定ユーザーの事業所内の1台または複数のコンピュータ上にインストールして、SDKソフトウェアが含まれていたサーバー ソフトウェアと共に作動するアプリケーション（以下「本アプリケーション」といいます）を作成する目的に限って使用することができます。認定ユーザーは、サンプル コード（「samples」ディレクトリ内で指定されています）を修正し、認定ユーザーの本アプリケーションの設計、開発およびテストを行うことができ、また、サンプルコードに修正を加えたものを認定ユーザーの事業所内の1台または複数のコンピュータ上でしようすることができます。上記第3.1項に従うことを条件として、認定ユーザーはさらに、サンプルコードを、自己が修正（本項で「修正」とは、サンプルコードの機能を強化することをいいます）を加えた状態で、REDIST.TXT内で「再頒布可能物（redistributables）と指定されたファイルと共に再頒布することができます。
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>>本開発ツールセクションの全ての条項をお読みいただいて、開発ツールがどのように使用許諾されているのかを理解していただくことが重要です。本開発ツールセクションは、非常に一般的な条項で始まりますが、最後の部分に至るほど特殊な条項となります。その他特に規定されていない限り、本ソフトウェア製品および本ソフトウェア製品の全てのコンポーネント製品について、以下の権利および制限が適用されます。

>>本書は、Crystal Report for Microsoft Visual Studio.NETに関して本会社にいかなる権利も許諾するものではありません。本会社または認定ユーザーによるCrystal Report for Microsoft Visual Studio.NETの使用は、この製品に関するCrystal Decisionsの使用許諾契約書の条項に本会社が同意すること、または本会社が認定ユーザーに同意させることに基づくものです。（Crystal Decisionsの使用許諾契約書のコピーは、下記のフォルダにあります。\Program Files\Microsoft Visual Studio .NET\Crystal Reports\license.txt）

1．一般的使用権　　認定ユーザーは、それぞれSALを取得して、かかる認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、およびテストするためにのみ、本ソフトウェア製品にアクセスして使用することができます。

1.1 ドキュメント　　さらに、各認定ユーザーは、それぞれSALを取得して、ドキュメントにアクセスし、コピーして使用することができますが、認定ユーザーが規定された目的に限ってかかるコピーを使用し、ハードコピー、ソフトコピーのいずれの形態でも認定ユーザーの事業所外へ配布したり発行したりしないことが条件となります。

1.2  Web Stress機能/ACT ツール  該当する本ソフトウェア製品の添付文書に記載された通り、認定ユーザーはApplication Center Test（「ACT Tool」といいます）と特定される本製品のコンポーネントを、デフォルトモードに従ってウェブサイトにストレステストを実行（検知された"robots.txt"ファイルを尊重）するように使用することができるものとし、またはストレステスト実行時に検知された"robots.txt"ファイルを尊重しないようACT Toolをノンデフォルトモードに設定することができます。認定ユーザーによるノンデフォルトモード時におけるACT Toolの使用は、完全に認定ユーザーの責任、および単独のリスクによるものです。認定ユーザーは、第三者の財産とともにACT Toolを使用する場合は、係る第三者と協議し、または当該財産の使用を管理する契約を確認し、その使用が許可されているか確認しなければなりません。

1.3  SPURの効力  本ソフトウェア製品は開発ツールおよびその他のソフトウェアプログラムを統合した製品です。（各ツールおよびソフトウェア プログラムをそれぞれ「コンポーネント」といいます）本会社が本ソフトウェア製品の一部として受領するコンポーネントには、別途使用許諾契約書（それぞれ「コンポーネント EULA」といいます）が添付されていることがあります。SPLAおよびSPURの条件は、かかるコンポーネント EULAの条項に代わって適用されます。

2.  追加の使用条件  再頒布可能コード  

第1条で許諾された権利に加えて、本ソフトウェア製品の特定の部分には第2条で規定する追加の使用条件が適用されます。これらの追加条件は、認定ユーザーが選択した再頒布可能ファイルの種類によって、第3条で規定する頒布条件および使用制限に従うことを条件として許諾されます。

2.1 サンプルコード　認定ユーザーは、認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、RESIST. TXT ファイルまたは本ソフトウェア製品のいずれか部分で「Samples」と指定された本ソフトウェア製品の一部のソース コード バージョン（以下「本サンプルコード」といいます）を使用して改変することができ、本サンプルコードを改変したものをオブジェクト コード形式のみで複製して再頒布することができます。サンプルコードの再頒布条件については、下記の第3.1条をご覧ください。

2.2 再頒布可能コード―スタンダード　　認定ユーザーは、REDIST. TXTに記載された本ソフトウェア製品の一部のオブジェクトコード形式（以下「再頒布可能コード」といいます）を複製して使用することができます。注意：「制限使用再頒布可能コード」または「拡張使用再頒布可能コード」と特定されている場合、再頒布可能コードは以下の追加的制限に従います。これらのファイルはさらに、以下のそれぞれの条項も適用されます。(a) 制限使用再頒布可能コードについては、2.3の使用権の条項および3.3の再頒布条件、(b) 拡張使用再頒布可能コードについては、3.2の追加の使用権。

2.3 再頒布可能コード - 制限使用再頒布可能コード　認定ユーザーは、本ソフトウェア製品のうち、REDIST.TXT内に「制限使用再頒布可能コード（Limited Use Redistributable Code）」と記載された部分およびMicrosoft Data Access Components (以下「MDAC_TYP.EXE」といいます) のオブジェクト コードを複製し、頒布することができます。制限使用再頒布可能コードの再頒布条件については、下記3.1および3.3をご覧ください。

2.4 再頒布可能コード - Visual C++ および Visual Studio – Microsoft Foundation Classes (MFC), Template Libraries (ATL)およびC Runtimes (CRTs)　　第1項に規定した条件に加えて、認定ユーザーは、認定ユーザーのソフトウェア製品を設計、開発、テストおよびデモンストレーションするためにのみ、MFC、ATLまたはCRTとして示されている本ソフトウェア製品の一部のソース コード バージョン（以下「VC再頒布可能コード」といいます）を使用して改変することができます。認定ユーザーは、VC再頒布可能コードのオブジェクト コード バージョン（VC再頒布可能コードの機能を強化して改変したものも含みます）を複製および再頒布することができます。ただし、かかる認定ユーザーは、第3.1項記載の条件に従うものとし、本ライセンス製品（下記3.1で定義）を含んだ認定ユーザーによって作成されたファイルの名称を変更しなければなりません。本条で「機能強化」とは、VC再頒布可能コードの機能に変更を加えることをいいます。VC再頒布可能コードの再頒布条件については、下記3.1をご覧ください。

3. 使用の制限 - 頒布条件

3.1再頒布可能コード―スタンダード

(a) 認定ユーザーが上記第2項に従って再頒布可能サンプル コード、再頒布可能コード、VC再頒布可能コードまたは制限使用再頒布可能コード（総称して「再頒布可能コード」といいます）を頒布する場合、本会社は、認定ユーザーに対して以下の条項に従うことを求めなければなりません。

　(i)
第2.1項「サンプル コード」に別段の規定のある場合を除き、認定ユーザーは、かかる認定ユーザーが開発した、本ソフトウェア製品に重要かつ主要な機能を追加するソフトウェア アプリケーション製品（以下「本ライセンス製品」といいます）と共におよびその一部としてのみ、再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布しなければなりません。

　(ii)
本ライセンス製品において、再頒布可能コードはMicrosoft Windowsプラットフォーム上で作動するものでなければなりません。

　(iii)
認定ユーザーは本ライセンス製品に、本条項で定めるのと同等またはより保護的な条件のエンドユーザー向け使用許諾契約書（「Break the Seal」、「Click-Wrap」形式または署名式）を添付し、それに従って頒布を行わなければなりません。

　(iv)
認定ユーザーは、本ライセンス製品の販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用することはできません。

　(v)
本ソフトウェア製品におけるマイクロソフトの著作権を保護する上で十分な、有効な著作権表示を認定ユーザーの名前で本ライセンス製品上に付さなければなりません。

　(vi)
認定ユーザーが本ソフトウェア製品を入手したときにかかる製品上に表示されていた著作権、商標、特許に関する表示事項を削除したり見えなくしたりしてはなりません。

　(vii)
認定ユーザーは、本ライセンス製品の使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。

(viii)
その他の点では、認定ユーザーは、本SPURの条項および条件に従わなければなりません。

(ix)
本SPURに特に規定されていないすべての権利は、マイクロソフトによって留保されます。

(x)
認定ユーザーは、本ライセンス製品のエンド ユーザーに対して、再頒布可能コードの再頒布を許可することはできません。ただし、認定ユーザーは、(1) 本ライセンス製品の頒布者が、本ライセンス製品と共におよびその一部としてのみ再頒布可能コードを頒布し、かつ認定ユーザーと頒布者とが本SPURのその他の条項に従うこと、および(2) 第3.2条に既定された方法で頒布すること、を条件として、かかる頒布者が認定ユーザーのエンドユーザー顧客に対して、再頒布可能コードの再頒布をすることを許可することができます。

(b) 認定ユーザーが再頒布可能コードまたは、SDKソフトウェア（第4.2 (b) 項で規定）中のサンプル コードまたは再頒布可能コード（前述のものすべてを以下総称して「本ライセンス ソフトウェア」といいます）を使用する場合、本ライセンス ソフトウェアの再頒布に関する規定を遵守することに加えて、以下の規定も適用されます。


認定ユーザーが本ライセンス ソフトウェアを使用する権利は、認定ユーザーが (i) 指定ソフトウェアを本ライセンス ソフトウェアもしくはその派生製品に組み込んだり合体させたりせず、(ii) 本ライセンス ソフトウェアまたはその派生製品と共に指定ソフトウェアを頒布せず、(iii) 本ライセンス ソフトウェアの派生製品を開発する際に指定ソフトウェアを使用しないものとします。「指定ソフトウェア 」とは、以下の条件を直接的または間接的に行いライセンスを取得したソフトウェアを意味します。(1) 本ライセンス ソフトウェアもしくはその派生製品についてマイクロソフトに対する義務を課す、あるいは課す意図を示し、または (2) 本ライセンス ソフトウェアもしくはその派生製品に対する、マイクロソフトの知的財産権およびその他の財産権に基づく権利を、第三者に対して許諾、もしくは許諾することを意図するものを指します。「指定ソフトウェア」には、その他のソフトウェアが組み込まれ、派生し、もしくは再頒布されたソフトウェアの使用、改変または再頒布されるそのソフトウェアを意味することがあります。かかるソフトウェアの条件は以下のとおりです。(a)ソースコードで公表もしくは再頒布され、(b)派生製品を作成する目的でライセンスを取得し、または(c)無料で再頒布可能なソフトウェア。

3.2 拡張使用再頒布可能コード　　認定ユーザーは、自己の本ライセンス製品のエンドユーザーに対して、拡張使用再頒布可能コードに重大かつ主要な機能を追加する本ライセンス製品またはWebページの一部と共におよびその一部としてのみ、本ソフトウェア製品の一部（「拡張使用再頒布可能コード（Extended Use Redistributable Code」として、REDIST. TXTに記載された部分）をオブジェクト コード形式で複製して頒布することを許可することができます。認定ユーザーは、以下の条件に従う限り、かかる権利を行使する権限を与えられるものとします。

(a) 認定ユーザーは第3.1項に従わなければなりません。

(b)
認定ユーザーは、認定ユーザーの本ライセンス製品のエンドユーザーに対し、以下の条件に対する同意を求めなければなりません。

　(i)
エンドユーザーは、エンドユーザーが開発した、拡張使用再頒布可能コードに重要かつ主要な機能を追加する、エンドユーザーが開発したソフトウェア アプリケーション製品（以下「エンドユーザー アプリケーション」といいます）と共におよびその一部としてのみ、拡張使用再頒布可能コードをオブジェクト コード形式で頒布しなければなりません。

　(ii)
エンドユーザー アプリケーションの販売にあたり、マイクロソフトの商号、ロゴまたは商標を使用することはできません。

　(iii)
拡張使用再頒布可能コードにおけるマイクロソフトの著作権を保護する上で十分な、有効な著作権表示をエンドユーザーの名前でエンドユーザー アプリケーション上に付さなければなりません。

　(iv)
エンドユーザー アプリケーションの使用または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします（弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます）。

　(v)
第3.1項の規定に従わなければなりません（文中「認定ユーザー」は「エンドユーザー」と読み替えられるものとします）。

(vi)
エンドユーザー  アプリケーションのいかなるユーザーに対しても、拡張使用再頒布可能コードのさらなる頒布を許諾してはなりません。

3.3 制限使用再頒布可能コード　　認定ユーザーが制限使用再頒布可能コードを頒布する場合、本会社は認定ユーザーに対し、第3.1項に加えて以下の条項にも従うことを要求しなければなりません。

　(a） 「Jetファイル」またはMSDE　　認定ユーザーが「Jetファイル」（本ソフトウェア製品において特定されています）またはMSDE（個別に、または総称して「MS DB ファイル」といいます）を再頒布する場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、以下の追加条件に同意することを求めなければなりません。

(i)
認定ユーザーの本ライセンス製品は、Microsoft Accessの機能と実質的に同じか、マイクロソフトの合理的見解においてそれと競合するものと判断されるものであってはいけません。

(ii)
認定ユーザーが汎用のワード プロセッサ、表計算、データベース管理ソフトウェア、またはこれらを構成部分として含む複合著作物もしくはセット製品を商業目的で （商品化するために） 頒布する場合は、本ライセンス製品を作動させるためにはAccess のライセンスを取得しなければならない場合および、Access がサポートする様々なフォーマットが本ライセンス製品に含まれ、それらのフォーマットでデータを出し入れするためにのみ使用される場合を除いては、MS DB ファイルを本ライセンス製品とともに使用、複製することはできません。注意：限定されたワード プロセッサ、表計算またはデータベース機能の他に、重要かつ主要な価値を持つコンポーネントが含まれる製品（例えば、限定された表計算機能を有する会計ソフトウェアなど）は、「汎用」の製品とはみなされません。

(b) Microsoft Data Access コンポーネント  認定ユーザーが、MDAC_TYPE.EXEとして指定されているMicrosoft Data Access コンポーネントのファイルを再頒布する場合、本会社は、かかる認定ユーザーに対して、

かかる認定ユーザーがマイクロソフトの開発ツール製品を利用して開発したMDAC_TYPE.EXEに重要かつ主要な機能を追加する本アプリケーションと共におよびその一部としてのみ、かかるファイルをオブジェクトコードのみで再頒布することに同意させなければなりません。

4 Microsoft サーバー コンポーネントの開発目的の使用   本ソフトウェア製品には、認定ユーザーが自己の作成したソフトウェア製品の設計、開発およびテストのみを目的として使用できる、Microsoftサーバー製品（以下総称して「サーバー コンポーネント」といいます）が含まれていることがあります。サーバー コンポーネントは、実務上の運用環境でお使いいただくことはできません。認定ユーザーによるサーバー コンポーネントの使用は、本SPURおよびSPLA上の規定に従うものとし、サーバー コンポーネントにエンドユーザー向き使用許諾契約書が入っている場合も、それらの規定が優先して適用されます。

下記の規定がすべてのサーバー コンポーネントに適用されます。

4.1 インストール  サーバー コンポーネントは、サーバー上のサービスや機能を提供するソフトウェア プログラム（以下「サーバー ソフトウェア」といいます）および、デバイスからサーバー ソフトウェアのサービスや機能にアクセスしたり利用したりできるようにするソフトウェア プログラム（以下「クライアント ソフトウェア」といいます）によって構成されます。

(a) サーバー ソフトウェア  ある１つのサーバー コンポーネントのサーバー ソフトウェアのコンポーネントはいずれも、1台のサーバーのみにインストールし、使用することができます。サーバー ソフトウェアを認定ユーザーのソフトウェア製品の開発用サーバーにインストールすることはできません。（例：ソースコード保存用）

(b) クライアント ソフトウェア  認定ユーザーはクライアント ソフトウェアを、第三者が使用する、数に限りのないデバイス上で複製し、使用し、インストールすることができます。ただし、サーバー ソフトウェアと共に作動する認定ユーザーのソフトウェア製品の設計、開発、テストのみを目的として使用する場合に限られます。

4.2 サーバー コンポーネントに関するその他の権利と制限

(a) Windows 2000サーバー  Windows 2000サーバーコンポーネントのサーバー ソフトウェアは、1台のサーバー上の４つのプロセッサを越えて同時に使用することはできません。

(b) 再頒布可能ソフトウェア（以下「SDKソフトウェア」といいます）の使用  サーバー コンポーネントにSDKソフトウェアが含まれている場合、認定ユーザーはSDKソフトウェアを認定ユーザーの事業所内の1台または複数のコンピュータ上にインストールして、SDKソフトウェアが含まれていたサーバー ソフトウェアと共に作動するアプリケーション（以下「本アプリケーション」といいます）を作成する目的に限って使用することができます。認定ユーザーは、サンプル コード（「samples」ディレクトリ内で指定されています）を修正し、認定ユーザーの本アプリケーションの設計、開発およびテストを行うことができ、また、サンプルコードに修正を加えたものを認定ユーザーの事業所内の1台または複数のコンピュータ上でしようすることができます。認定ユーサーはさらに、上記第3.1項に従うことを条件として、サンプルコードを、自己が修正（本項で「修正」とは、サンプルコードの機能を強化することをいいます）を加えた状態で、REDIST.TXT内で「再頒布可能物（redistributables）と指定されたファイルと共に再頒布することができます。
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